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会 報
Ｃontents
－ 今月の主な内容 －

 表紙 小松空港開港60周年
 ２ 新型コロナウイルス感染症に係る
  最新情報等
 3 中小企業相談所コーナー
  ／ＩＳＩＣＯコーナー
 6 小規模企業振興委員連絡会
 10 会議所の動き
 １2 ＬＯＢＯ調査／雇用情報
 １4 華つうしん
 １5 会員事業所紹介 アミーゴ・アミ

～これからも小松から世界へ～

開 港 60 周 年

小
松
空
港



経営相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

相談場所 ●小松商工会議所  ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・新型コロナウイルスに関する経
営相談窓口を設置しています。

【IT】
・インターネットで企業PRしたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。
新型コロナウイルス感染症による
金融支援制度を利用したい。

受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和3年9月20日現在）

（3）

（1,320）

令和3年度（8月
末まで）認定実績

5　件

2,020万円

■マルケイ資金（内コロナ）
　無担保・無保証人
　 2,000万円（1,000万円）
　・利率 1.21％（当初3年0.31％）
　・期間 設備10年・運転7年

0　件

0万円

0　件

0万円

■創業者支援融資
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.6％以内
　・期間 7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.85％以内
　・期間 7年（実情に応じ10年）

0　件

0万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.3％以内
　・期間 7年以内

■新型コロナウイルス特別融資
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.0％以内
　・期間 10年以内

3　件

3,520万円

0　件

0万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率 1.8％以内
　・期間 5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

0件 0万円
創業者分

0件 0万円
女性若者シニア分

11件 3,729万円
零　細　分

新型コロナウイルスに関する相談やそれ以外の
ご相談の際も、事前にご連絡をお願いします。

金融情報

予約制

記帳・税務
相談

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日時：11月19日（金） 10：00～16：00
専門家　堀 岩雄税理士 ☎0761-21-3121

（小松商工会議所経営支援課）

小松法律相談センター事業に
関する

ISICO（公財）石川県産業創出支援機構ISICO（公財）石川県産業創出支援機構 令和3年度 産業大学経営講座 デジタルセミナー

お問合せ
公益財団法人

石川県
産業創出支援
機構

公益財団法人石川県産業創出支援機構　産業振興部 デジタル推進課
TEL：076-267-1001　FAX：076-268-4911　E-mail：its@isico.or.jp

新型コロナウィルスの流行により社会が激変し、中小企業にも変化に対応したビジネスモデルの変
革、つまりDXが求められています。現在デジタル化に取り組まれている方、これから取り組まれる方
に向け、デジタル化の正しいプロセスについてセミナーを開催致します。

【 詳細はこちらから 】https://www.isico.or.jp/event/dgnet/d31157066.html

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時：10月7日、14日、21日、28日
　　（毎週木曜日）13：00～15：50

新型コロナ感染症拡大状況により、中止とな
る場合があります。

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。

（金沢弁護士会）

10/27 14:00～
　16:0020

21

オンライン（Zoom）
講師：横屋 俊一 氏
(NPO法人石川県情報化支援協会 理事長）

　コロナの影響が長期化する中、厳しい状況にある飲食・観光関連事業者の皆様を対象に、新商品や新サー
ビス開発などにより、自ら需要を開拓し、業績の回復につなげる前向きな取組を幅広く支援します！

▶以下のいずれも満たすことが必要です。
❶ 石川県内に本社又は、主たる事業所を有する飲食・観光関連（取引事業者含む）の
中小企業等であること　※団体や複数社連携も可
→具体的には、飲食店や旅館・ホテルなどの宿泊事業者と、その取引先が対象になります。
　※補助対象となり得る事業者の範囲は、別紙をご参照ください。

❷ コロナの影響により、今年度４月～９月までの６か月のうち、任意の１か月の売上が、前年又は前々年の同月と
比較して３０％以上減少していること
→団体や複数社連携の場合は、少なくとも構成員の２者以上がこの要件を満たすことが必要です。

❸ 事業計画を策定し、新たな需要開拓（新商品・新サービス開発、販路開拓等）に取り組むこと

【飲食・観光関連事業者の皆様へ】
飲食・観光関連事業者需要開拓緊急支援事業のご案内飲食・観光関連事業者需要開拓緊急支援事業のご案内

対
象
要
件

売上が減収する飲食業等事業者への支援：小松市飲食店等支援金

補
助
額
・
補
助
率

補
助
対
象

▶新たな需要開拓に向けた新商品・新サービス開発や販路開拓
などを行うために必要な経費
＜補助対象経費の例＞
・新商品・新サービス等の開発費（試作費、外注費）
・新商品製造・新サービス提供等に要する施設・設備の整備費
（建物（改修）費、機械装置費）
・販路開拓費（出展料、会場借上料、ＥＣサイト構築費）等
  人件費、単なる汎用品購入費（パソコン等）、消耗品費などは、補助対象外です。

（
予
定
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〇公　　募：９月議会閉会後～１０月中旬
〇審　　査：１０月下旬～１１月中旬
〇採　　択：１１月下旬
〇事業期間：採択日～３月上旬
　  事業期間内に、契約・納品・支払まで、全てを完了していただく必要があります。

類　型
補助額
補助率
類　型
補助額
補助率

個別事業者
１００万円
４／５
団体・グループ
２００万円
４／５

※令和3年9月補正
予算が成立した場合、
公募を開始します。

【注意事項】
本事業の公募は、令和３年９月補正予算
が成立した場合に実施します。
また、公募・実施内容が変更となる場合
がありますので、ご了承ください。

＜お問合せ先＞石川県商工労働部経営支援課経営支援グループ　☎076-225-1525

＜お問合せ先＞小松市産業未来部商工労働課　☎0761-24-8074

!

!

県

新型コロナウイルス感染症経済対策費新型コロナウイルス感染症経済対策費市

◎新型コロナウイルス感染症の影響により売上減収した飲食業等を支援
⃞ 対　　象：市内で飲食業及び飲食店と取引がある小売・卸売業や

タクシー、運転代行業等を営む中小企業者及び個人事業主
⃞ 要　　件：令和2年の連続する3カ月の売上合計が前年同期比30％以上減少
⃞ 支 援 金：

⃞ 申請期間：令和3年9月27日（月）～令和4年1月31日（月）

温泉旅館等の宿泊施設や民間観光施設への支援：小松市宿泊・観光施設支援金
◎Go Toトラベル等の休止に伴う事業者支援
⃞ 対　　象：市内で営業する旅館、ホテルなどに係る宿泊施設及び年間5万人以上の集客の観光施設
⃞ 支 援 金：

⃞ 申請期間：令和3年9月27日（月）～令和3年11月30日（月）

区　分
中小企業者・個人事業主

金額（一律）

20万円

区　分
宿泊施設

観光施設

算　定
基礎額30万円＋入湯税

一律

金額（一律）

30万円～250万円
50万円

※令和3年9月補正
予算が成立した場合に
実施となります。

中小企業の
DX
に向けて必要なこと

デジタル
トランスフォーメーション

受講料
無料

水

予約制
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⃞ 要　　件：令和2年の連続する3カ月の売上合計が前年同期比30％以上減少
⃞ 支 援 金：

⃞ 申請期間：令和3年9月27日（月）～令和4年1月31日（月）

温泉旅館等の宿泊施設や民間観光施設への支援：小松市宿泊・観光施設支援金
◎Go Toトラベル等の休止に伴う事業者支援
⃞ 対　　象：市内で営業する旅館、ホテルなどに係る宿泊施設及び年間5万人以上の集客の観光施設
⃞ 支 援 金：

⃞ 申請期間：令和3年9月27日（月）～令和3年11月30日（月）

区　分
中小企業者・個人事業主

金額（一律）

20万円

区　分
宿泊施設

観光施設

算　定
基礎額30万円＋入湯税

一律

金額（一律）

30万円～250万円
50万円

※令和3年9月補正
予算が成立した場合に
実施となります。

中小企業の
DX
に向けて必要なこと

デジタル
トランスフォーメーション

受講料
無料

水

予約制

3 2小松商工会議所［2021.10］

中小企業相談所コーナー／ISICOコーナー 新型コロナウイルス感染症に係る最新情報等（令和3年9月20日時点）
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産業観光受入整備支援助成金交付事業について
小松商工会議所では、新たに産業観光を受け入れるために取り組む事業に対し、助成金を交付し、
誘客につながる地域づくりを支援します。

新たに産業観光を受け入れるため
に、当該事業所の工場等で製造工
程等を公開するために行う資料の
作成、設備の設置、工事などに要
する経費に対し、助成を行います。

①

【助成の対象となる経費】
ア． 制作費及び設備費
イ． 工事費

④ 【助成対象とならない経費等】
ア． 団体の運営に要する経費（懇親会に係る飲食経費、団体構成員の人件費、光熱費、家賃など）
イ． 団体の職員・会員を講師とした謝金、旅費、宿泊費

⑤

小松市内で実施する助成対象期間内
の活動を対象とします。
助成対象期間
令和3年4月1日～令和4年3月31日

③小松商工会議所会員事業所の
うち、市内に所在する事業所等
において、新たに産業観光に取
り組む事業所・団体等を対象と
します。

②

地域活性化活動支援事業助成金交付事業について
小松商工会議所では、小松市内において、複数の会員事業所などを構成員とするグループ、団体による意欲
的な取組みや地域活性化につながる活動を支援します。
地域活性化につながる活動を促すことで、地域の賑わい創出につなげることを目的に、積極的な賑わい創出
活動を募集します。

イベントの開催費用等に使用できます。
【助成対象とならない経費等】
ア． 団体の運営に要する経費（懇親会に係る飲食経費、団体構成員の人件費、光熱費、家賃など）
イ． 団体の職員・会員を講師とした謝金、旅費、宿泊費
ウ． 工事等を要するハード整備に要する経費

④

小松市内で賑わいを創出する意欲的な取組みを始める団体等の活動に対し助成を行います。
<具体例>・複数事業者が統一したテーマで地域と一緒に行うイベント（龍助町マーケット等）
　　　　  ・複数事業者による製造技術を発表するイベント（職人技モノづくり発表会等）
　　　　  ・複数事業者による各種オンラインイベント

①

３以上の構成員からなる団体等で、本所会員事業所が50％以上の会員構成率である団体を対象とします。
※県内大学の大学生グループを構成員とする場合は、構成率に含めません。

②

小松市内で実施する助成対象期間内の活動を対象とします。　助成対象期間：令和3年4月1日～令和4年3月31日③

【
助
成
対
象
】

【
助
成
対
象
】

各
助
成
金
交
付
事
業
に
つ
い
て

【助成金について】
　①上記の要件を満たす事業に対し、助成対象経費の２分の１（１件あたり上限５万円、1,000円未満の端数切捨て）を助
成します。

　②対象となる活動の前に交付決定を受ける必要があります。

【申込み方法】
　申請用紙（本会議所ＨＰでもダウンロード可）に必要事項を記入し、関係書類（事業計画・事業予算など）を
　添付のうえ、下記までご持参ください。なお、提出前に必ず事前相談にお越しください。
　【提出先】　小松商工会議所 総務・事業課　〒923-8566 石川県小松市園町ニ1　☎0761-21-3121

【募集期間】　令和4年3月末まで（予算額に達し次第締切）
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せ
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　小松商店会連盟の「第７回こまつまちゼミ」が20店舗21講座の内容で9月11日から10月10日の
期間でスタートしています。「まちゼミ」は、お店の人が講師となって、プロならではの「コツ」や「知識」
を教えてくれるおトクで楽しい少人数制のミニ講座です。
　「マスク映えメイク講座」「簡単！頭皮マッサージ」「季節の花を使ったコンテナガーデン作り」「珈琲のマイ
ブレンド体験」など参加しやすい内容で実施していますので、是非ご参加ください。
◇10月1日～10月10日に開催する「まちゼミ」は次のとおりです。
　申込方法については、下記ＱＲコード、小松商店会連盟・こまつまちゼミＨＰにてご確認ください。

お店の人が教えてくれる ! 得する街のゼミナール inこまつ
「第７回こまつまちゼミ」スタート 小松商店会連盟からのお知らせ

１日　ツヤツヤの髪になるためのシャンプー体験
無料で診断！体に合った枕と敷布団の選び方

２日　簡単！頭皮マッサージにチャレンジ
シールを作ってみませんか！？
マイブレンド作り体験講座

３日　家族葬ってどんなお葬式？
簡単！頭皮マッサージにチャレンジ
毎日がもっと元気で幸せを願って！
石川県が全国No.1金箔貼り体験に挑戦

７日　簡単！頭皮マッサージにチャレンジ
マスク映えメイク講座
秋を感じて！布で葡萄を作ってみましょ

８日　ツヤツヤの髪になるためのシャンプー体験
季節の花でコンテナガーデンを作ろう！

９日　初めての筋トレ・スタジオ体験
季節の花でコンテナガーデンを作ろう！

10/1以降分
開催日・講座名
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産業観光受入整備支援助成金交付事業について
小松商工会議所では、新たに産業観光を受け入れるために取り組む事業に対し、助成金を交付し、
誘客につながる地域づくりを支援します。

新たに産業観光を受け入れるため
に、当該事業所の工場等で製造工
程等を公開するために行う資料の
作成、設備の設置、工事などに要
する経費に対し、助成を行います。

①

【助成の対象となる経費】
ア． 制作費及び設備費
イ． 工事費

④ 【助成対象とならない経費等】
ア． 団体の運営に要する経費（懇親会に係る飲食経費、団体構成員の人件費、光熱費、家賃など）
イ． 団体の職員・会員を講師とした謝金、旅費、宿泊費

⑤

小松市内で実施する助成対象期間内
の活動を対象とします。
助成対象期間
令和3年4月1日～令和4年3月31日

③小松商工会議所会員事業所の
うち、市内に所在する事業所等
において、新たに産業観光に取
り組む事業所・団体等を対象と
します。

②

地域活性化活動支援事業助成金交付事業について
小松商工会議所では、小松市内において、複数の会員事業所などを構成員とするグループ、団体による意欲
的な取組みや地域活性化につながる活動を支援します。
地域活性化につながる活動を促すことで、地域の賑わい創出につなげることを目的に、積極的な賑わい創出
活動を募集します。

イベントの開催費用等に使用できます。
【助成対象とならない経費等】
ア． 団体の運営に要する経費（懇親会に係る飲食経費、団体構成員の人件費、光熱費、家賃など）
イ． 団体の職員・会員を講師とした謝金、旅費、宿泊費
ウ． 工事等を要するハード整備に要する経費

④

小松市内で賑わいを創出する意欲的な取組みを始める団体等の活動に対し助成を行います。
<具体例>・複数事業者が統一したテーマで地域と一緒に行うイベント（龍助町マーケット等）
　　　　  ・複数事業者による製造技術を発表するイベント（職人技モノづくり発表会等）
　　　　  ・複数事業者による各種オンラインイベント

①

３以上の構成員からなる団体等で、本所会員事業所が50％以上の会員構成率である団体を対象とします。
※県内大学の大学生グループを構成員とする場合は、構成率に含めません。

②

小松市内で実施する助成対象期間内の活動を対象とします。　助成対象期間：令和3年4月1日～令和4年3月31日③

【
助
成
対
象
】

【
助
成
対
象
】

各
助
成
金
交
付
事
業
に
つ
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て

【助成金について】
　①上記の要件を満たす事業に対し、助成対象経費の２分の１（１件あたり上限５万円、1,000円未満の端数切捨て）を助
成します。

　②対象となる活動の前に交付決定を受ける必要があります。

【申込み方法】
　申請用紙（本会議所ＨＰでもダウンロード可）に必要事項を記入し、関係書類（事業計画・事業予算など）を
　添付のうえ、下記までご持参ください。なお、提出前に必ず事前相談にお越しください。
　【提出先】　小松商工会議所 総務・事業課　〒923-8566 石川県小松市園町ニ1　☎0761-21-3121

【募集期間】　令和4年3月末まで（予算額に達し次第締切）
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せ

　小松商店会連盟の「第７回こまつまちゼミ」が20店舗21講座の内容で9月11日から10月10日の
期間でスタートしています。「まちゼミ」は、お店の人が講師となって、プロならではの「コツ」や「知識」
を教えてくれるおトクで楽しい少人数制のミニ講座です。
　「マスク映えメイク講座」「簡単！頭皮マッサージ」「季節の花を使ったコンテナガーデン作り」「珈琲のマイ
ブレンド体験」など参加しやすい内容で実施していますので、是非ご参加ください。
◇10月1日～10月10日に開催する「まちゼミ」は次のとおりです。
　申込方法については、下記ＱＲコード、小松商店会連盟・こまつまちゼミＨＰにてご確認ください。

お店の人が教えてくれる ! 得する街のゼミナール inこまつ
「第７回こまつまちゼミ」スタート 小松商店会連盟からのお知らせ

１日　ツヤツヤの髪になるためのシャンプー体験
無料で診断！体に合った枕と敷布団の選び方

２日　簡単！頭皮マッサージにチャレンジ
シールを作ってみませんか！？
マイブレンド作り体験講座

３日　家族葬ってどんなお葬式？
簡単！頭皮マッサージにチャレンジ
毎日がもっと元気で幸せを願って！
石川県が全国No.1金箔貼り体験に挑戦

７日　簡単！頭皮マッサージにチャレンジ
マスク映えメイク講座
秋を感じて！布で葡萄を作ってみましょ

８日　ツヤツヤの髪になるためのシャンプー体験
季節の花でコンテナガーデンを作ろう！

９日　初めての筋トレ・スタジオ体験
季節の花でコンテナガーデンを作ろう！

10/1以降分
開催日・講座名
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商
6
検
定（
※
）は
Ｉ
Ｂ
Ｔ（
ネ

ッ
ト
受
験
）と
な
り
ま
し
た
。

　
受
験
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ（
自
宅
や
会
社
）で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て

試
験
の
施
行
か
ら
採
点
、合
否
判
定
ま
で
を
行
う
形
式
の
検
定
試
験
で
す
。

受
験
を
ご
希
望
の
場
合
は
、東
京
商
工
会
議
所
検
定
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

（https://w
w
w
.kentei.org

）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
※
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定
試
験
、ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定

試
験
、福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定
試
験
、Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｃ（
国
際

会
計
検
定
）、環
境
社
会
検
定
試
験（ｅｃｏ
検
定
）、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
検
定
試
験
）

 

お
問
合
せ

 

問
東
京
商
工
会
議
所
　
検
定
セ
ン
タ
ー
　  

☎
03
・
３
９
８
９
・
０
７
７
７

　（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
　
10
時
〜
18
時
）

 

問
東
京
商
工
会
議
所
検
定
試
験
情
報
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w
w
.kentei.org
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コ
ロ
ナ
禍
厳
し
い
状
況

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
2
年
目
。
景
気
が

低
迷
し
て
い
る
中
、
昨
年
以
上
に
商
売

が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以

前
は
、
飲
食
店
が
そ
れ
な
り
に
好
調
で

あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
物
販
同
様

飲
食
店
も
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
駅
前
商
店
街
の
今
後
の
活
用
方
法
は
時

代
の
変
化
と
と
も
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
大
型
店
の
出
店
、
E
C
サ
イ
ト
の
普

及
に
よ
り
駅
前
商
店
街
の
特
に
小
売
業

は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
く
る
。

　
後
継
者
不
足
も
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
E
C
サ
イ
ト
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
等
が
進
む
中
、
ス
マ
ホ
対
応
が

で
き
な
い
お
店
は
淘
汰
さ
れ
て
い
く
と

思
わ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
収
束
を
待
つ

❷
八
日
市
商
店
街
振
興
組
合
　

　
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に
よ
る
、

外
出
自
粛
の
影
響
な
ど
で
、
来
訪
者
が

減
少
し
た
ま
ま
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
今
後
も
、
外
出
を
控
え
て
、
消
費
を

抑
え
る
生
活
が
続
く
と
考
え
ら
れ
、
あ

ら
ゆ
る
業
種
の
商
店
に
お
い
て
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、
今
年
、
カ

フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
既
存
店
同
士

の
コ
ラ
ボ
商
品
が
誕
生
し
た
り
、
明
る

い
話
題
も
あ
る
。

　
今
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
人

出
が
戻
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

飲
食
店
も
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る

❸
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
商
店
街

は
閑
散
と
し
て
い
る
。

　
平
日
、
休
日
共
に
歩
行
客
は
殆
ど
お

ら
ず
車
で
の
目
的
客
の
み
の
動
向
で
あ
る
。

　
石
川
県
の
ま
ん
延
防
止
等
の
重
点
措

置
発
令
以
降
は
、
飲
食
店
も
厳
し
く
、

全
体
的
に
停
滞
し
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見

え
な
い
限
り
状
況
の
回
復
は
難
し
い
と

考
え
ら
れ
る
。
イ
ベ
ン
ト
等
は
出
来
ず
、

各
個
店
の
力
の
み
が
頼
り
の
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
人
流
の

回
復
を
願
う

❹
粟
津
駅
前
商
交
会
　

　
昨
年
よ
り
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
流
行
も
収
ま
ら
ず
、
物
販
店
・

飲
食
店
と
も
に
来
店
客
数
の
減
少
に
よ

り
景
気
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、「
売
上
は
去
年
に
比
べ

て
横
ば
い
な
が
ら
一
昨
年
に
比
べ
れ
ば

大
幅
な
減
少
」、「
昨
年
は
、
巣
ご
も
り

需
要
が
あ
っ
た
が
今
年
は
そ
の
需
要
も
な

く
な
り
厳
し
い
状
況
が
続
く
」、「
近
隣

の
企
業
の
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
影
響
で

顧
客
の
来
店
頻
度
が
減
少
し
て
い
る
。」

な
ど
の
声
を
聴
く
。
ま
だ
ま
だ
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行
の
終
息
に
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
普
及
に
と
も
な
い
人
の
流
れ
が

徐
々
に
活
発
化
し
、
経
済
活
動
が
緩
や

か
に
正
常
化
に
向
か
う
こ
と
を
願
う
。

不
安
定
な
受
注
続
く

❺
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
４
月
か
ら
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

徐
々
に
進
み
、
社
会
活
動
が
少
し
戻
り

か
け
る
な
か
極
度
に
需
要
が
落
ち
込
ん

だ
着
物
関
連
や
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
衣
料
用

途
で
も
コ
ロ
ナ
禍
前
５
割
〜
７
割
程
度
の

回
復
が
一
時
的
に
見
ら
れ
た
。
ま
た
用

途
開
発
の
試
織
を
進
め
、
抗
ウ
イ
ル
ス

素
材
や
す
ご
も
り
需
要
増
加
に
よ
る
イ

ン
ナ
ー
関
係
商
品
、
密
を
避
け
た
ア
ウ

ト
ド
ア
用
途
で
受
注
を
確
保
で
き
た
分

野
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
の
拡

大
・
長
期
化
に
よ
り
当
産
地
織
物
関
係

の
消
費
は
総
じ
て
減
少
し
た
ま
ま
で
あ

る
。
な
ん
と
か
受
注
を
確
保
し
て
い
る

商
品
で
も
消
費
は
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に

大
き
く
左
右
す
る
た
め
、
得
意
先
の
ア

パ
レ
ル
等
の
動
き
は
慎
重
感
が
強
く
発

注
は
ス
ポ
ッ
ト
的
な
も
の
が
多
く
、
組
合

員
企
業
に
お
け
る
生
産
性
・
採
算
性
は

悪
い
ま
ま
で
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

　
８
月
後
半
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
急

激
に
進
行
し
、
昨
年
同
様
に
消
費
が
極

度
に
冷
え
込
み
大
変
な
状
況
に
陥
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

経
済
の
回
復
に
期
待

❻
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
昨
年
来
か
ら
の
減
産
の
反
動
に
よ
り

衣
料
、
資
材
関
係
と
も
に
今
年
５
月
頃

か
ら
発
注
量
が
増
加
傾
向
に
あ
り
稼
働

率
80
％
〜
90
％
で
推
移
し
て
い
る
状
態
。

た
だ
一
部
で
、
原
糸
手
配
の
調
整
の
不

備
や
自
動
車
減
産
の
影
響
が
出
て
い
る
。

　
21
年
後
半
か
ら
22
年
前
半
の
世
界
経

済
が
大
方
の
予
想
通
り
拡
大
す
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
繊
維
業
界
で
は
、
中
国
の
市
場
の
占

め
る
割
合
が
大
き
く
、「
共
同
富
裕
」の

提
唱
に
よ
る
高
額
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の

中
国
事
業
の
先
行
き
に
不
透
明
感
が
あ

り
、
ま
た
ネ
ッ
ト
人
口
が
10
億
人
を
超

え
Ｅ
Ｃ
販
売
が
本
格
化
す
る
事
で
、
生

産
流
通
販
売
時
の
在
庫
減
に
対
応
す
る

方
向
に
動
き
、
衣
料
の
Ｐ
Ｂ
事
業
か
ら
の

撤
退
な
ど
大
き
な
変
革
が
進
ん
で
い
る
。

　
今
後
、
受
注
生
産
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

高
い
技
術
力
で
短
納
期
生
産
の
要
望
に

対
応
す
る
事
が
不
可
欠
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
回
復
状
況
は

業
界
で
差
が
あ
り

❼
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合
　

　
最
近
の
景
気
動
向
は
、
国
内
や
欧
米

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
再

拡
大
し
、
景
気
が
再
び
落
ち
込
み
か
ね

な
い
と
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
建
設
機
械
の
稼
働
状
況
や
工

場
で
の
生
産
は
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な

変
化
は
出
て
お
ら
ず
、
ま
た
北
米
を
中

心
に
世
界
景
気
の
回
復
が
続
い
て
い
る

こ
と
で
、
建
設
機
械
の
輸
出
も
順
調
に

推
移
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
建
設
機
械
関
連
の
組
合

員
企
業
で
は
、
昨
年
10
月
以
来
、
高
操

業
状
況
が
続
い
て
お
り
、
今
年
後
半
に

向
け
て
今
ま
で
以
上
の
増
産
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
産
業
機
械
関
連
は
、
相
変
わ
ら
ず
大

型
プ
レ
ス
の
受
注
は
減
少
し
て
い
る
が
、

中
・
小
型
プ
レ
ス
は
少
し
ず
つ
回
復
傾
向

に
あ
る
。
産
業
機
械
関
連
全
体
で
は
、

今
期
に
入
り
引
き
合
い
や
受
注
が
増
え

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
取
扱
い
製
品
に
よ
っ
て

差
は
あ
る
が
、
総
じ
て
組
合
員
企
業
の

多
く
は
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
上
回
る
生

産
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
一
方
で
は
、人
の
確
保
や
資
材
、

部
品
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
人

手
不
足
に
は
、
時
間
外
労
働
時
間
の
増

加
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も

限
界
が
あ
る
。

　
ま
た
、
部
品
メ
ー
カ
ー
各
社
も
人
員

不
足
か
ら
部
品
供
給
が
滞
る
な
ど
し
て
、

生
産
計
画
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ

り
、
工
場
の
生
産
環
境
は
難
し
い
局
面

に
あ
る
。

　
今
年
度
末
ま
で
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

建
設
機
械
関
連
は
、
高
需
要
が
続
く
も

の
と
思
わ
れ
る
。
自
動
車
関
連
も
高
需

要
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
プ
レ

ス
関
連
は
、
新
た
な
需
要
も
見
込
ま
れ

な
い
た
め
、
こ
の
ま
ま
低
需
要
で
推
移

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
鉄
工
業
界
の
多
く
は

今
後
も
高
い
水
準
の
生
産
を
予
定
し
て

い
る
が
、
一
方
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い

こ
と
や
、
鋼
材
価
格
の
高
騰
、
半
導
体

製
品
不
足
の
影
響
に
よ
り
採
算
悪
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
に
よ
る
生
産
制
限
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
問
題
な
ど
地
政
学
的
リ
ス
ク
も

山
積
み
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度
以
降
の

見
通
し
は
不
透
明
で
あ
る
。

需
要
は
回
復
も
国
内
外
の

経
済
動
向
に
注
視

❽
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
昨
年
４
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
発
出
さ
れ
た「
緊
急

事
態
宣
言
」。

　
今
年
に
入
っ
て
も
、
イ
ン
ド
由
来
の
感

染
力
の
強
い「
デ
ル
タ
株
」へ
の
置
き
換
わ

り
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
急
激
な
感
染

拡
大
が
続
い
て
お
り
、
日
本
の
経
済
に

甚
大
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
を
懸
念
し
て

い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
見
通
し
が
不
安
定
な
中
、

コ
ス
ト
削
減
に
係
る
設
備
投
資
の
慎
重

化
は
否
め
な
い
が
、
自
動
車
部
品
は
昨

年
５
月
か
ら
の
回
復
状
況
を
維
持
、
産

業
機
械
、
建
設
機
械
、
工
作
機
械
、
物

流
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
減
少
し
た
需
要
は
徐
々
に
回
復
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同
等
あ
る
い
は

同
等
以
上
の
安
定
が
み
ら
れ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
中
、「
ウ
ィ
ズ
／
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
時
代
」に
向
け
、
持
続
的
成
長
・
発
展

の
た
め
の
未
来
へ
の
投
資
を
継
続
し
、
リ

ス
ク
耐
性
を
高
め
た
企
業
活
動
の
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
の
業
界
の
見
通
し
と
し
て
は
、

直
近
の
安
定
継
続
は
見
込
ん
で
い
る
も

の
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
脅
威
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
東
南
ア
ジ

ア
で
の
感
染
拡
大
で
部
品
調
達
が
滞
り
、

世
界
規
模
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
打
撃

を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、

先
行
き
が
読
み
づ
ら
く
こ
れ
ま
で
以
上

に
国
内
外
の
経
済
動
向
を
注
視
す
る
必

要
が
あ
る
。

国
土
強
靭
化
の
新
た
な
施
策
に

よ
る
公
共
工
事

　❾（一社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
公
共
工
事
に
お
い
て
は
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靭
化
の
新
た
な
施
策
に
よ
り
、

事
業
量
が
あ
る
程
度
確
保
さ
れ
、
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
や
維
持
管
理
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

道
路
網
の
整
備
、橋
梁
等
の
老
朽
化
対
策
、

河
川
改
修
の
促
進
に
期
待
す
る
。
ま
た
、

年
間
を
通
じ
て
の
工
事
の
発
注
・
施
工

時
期
の
平
準
化
に
よ
る
安
定
的
な
事
業

量
の
確
保
に
も
期
待
し
た
い
。

　
戸
建
て
住
宅
は
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が

見
え
な
い
中
、
人
手
不
足
や
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
、
鉄
骨
の
供
給
困
難
等
か
ら
資
材

の
高
騰
な
ど
も
相
ま
っ
て
、
新
築
等
の
発

注
を
手
控
え
る
な
ど
投
資
マ
イ
ン
ド
に

水
を
さ
さ
な
い
か
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
建
設
業
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
の
新
た
な
価
値
の
創
造
や
D
X

や
I
C
T
活
用
に
よ
る
働
き
方
改
革
に

よ
る
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
進
め
る

こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。
そ
の
た

め
、
高
校
生
の
現
場
見
学
会
や
企
業
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
開
催
を
通
じ
て
、
地
元
建

設
業
の
魅
力
を
発
信
し
、
若
い
技
術
者
・

技
能
者
の
育
成
・
確
保
に
繋
げ
る
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
従
業
員
の
高
齢
化
も
進
展
が
あ
り
、

作
業
の
安
全
確
保
や
熱
中
症
対
策
に
は

十
分
に
配
慮
し
た
作
業
工
程
及
び
4
週

8
休
を
見
据
え
た
働
き
方
改
革
を
進
め

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
最
低
賃
金
が
28
円
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

に
よ
る
中
小
企
業
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
は
、
今
後
注
視
し
て
行
く
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
地
域
の
建
設
業
は
、
多
発
し
て
い
る

地
震
・
豪
雨
災
害
に
対
応
し
た
、
市
民

の
安
全
・
安
心
を
守
る「
地
域
の
守
り
手
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め

万
全
の
体
制
強
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

変
異
株
に
よ
る
観
光
客
の

減
少
が
懸
念
さ
れ
る

10
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
は
、
今
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
今
年
前
半
の
海
外
需
要
の
お
か
げ
で
、

忙
し
く
な
っ
た
が
、
業
界
の
高
齢
化
も
あ

り
、
大
量
注
文
に
す
ぐ
に
対
応
す
る
能

力
が
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
時
間
ば
か

り
が
か
か
り
売
上
げ
は
伸
び
悩
ん
で
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
新
し
い
変
異
株
の
影
響
で
観
光
地
で

は
人
出
が
激
減
し
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の

影
響
が
今
後
響
い
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

《令和3年度の振興委員》 順不同

◎代表幹事

 委員名 団　　体　　名 役職名
 新谷　眞康 三日市商店街振興組合 理 事 長
 北川　昇三 八日市商店街振興組合 理 事 長
 寺口　草太 小松中央通り商店街振興組合 理 事 長
 奥　　秀一 粟津駅前商交会 会　　長
 北島　英一 小松織物工業協同組合 事務局長
 松井　大志 小松撚糸工業協同組合 理 事 長
 小山　義則 小松鉄工機器協同組合 専務理事
 油片　吉徳 小松鉄工団地協同組合 専務理事
 谷口　潤一 （一社）小松能美建設業協会 専務理事
 三田　英則 石川県九谷窯元工業協同組合 理 事 長
 山下　正行 南加賀青果食品商業協同組合 理 事 長
 河畑　宏昭 加南トラック事業協同組合 事務局長
 中嶋　敏彦 石川県電気工事工業組合加南本部 業務課長
 ◎茗荷谷豊 小松管工事協同組合 理 事 長
 坂井　浩明 小松魚商協同組合 理 事 長
 坂野　義文 粟津温泉旅館協同組合 事務局長
 西出彦一郎 小松建具組合  組 合 長
 筒前　祐司 小松能美建築組合連合会 会　　長

業
種
別
景
況
報
告（
令
和
３
年
度
上
期
）小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

感
染
拡
大
防
止
と
経
済
活
動
の
両
立
を

は
か
る
施
策
に
期
待

感
染
拡
大
防
止
と
経
済
活
動
の
両
立
を

は
か
る
施
策
に
期
待

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
18
名
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
、国
の
施
策
の
一
環
と
し
て
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業
を
よ
り
一
層
円
滑
に
進
め
る
た
め
、小
規
模
企
業
者
の
経
営

等
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
点
、情
報
の
提
供
等
繁
栄
の
た
め
の
ご
相
談
を
気
軽
に
受
け
て
、商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
に

紹
介
し
、経
営
指
導
員
と
協
力
し
事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に
あ
た
る
、い
わ
ば
本
所
と
小
規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
を
行

う
方
々
で
、市
内
の
各
協
同
組
合
、商
店
街
の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。委
員
が
こ
の
８
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
の

景
況
は
次
の
通
り
で
す
。
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コ
ロ
ナ
禍
厳
し
い
状
況

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
2
年
目
。
景
気
が

低
迷
し
て
い
る
中
、
昨
年
以
上
に
商
売

が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以

前
は
、
飲
食
店
が
そ
れ
な
り
に
好
調
で

あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
物
販
同
様

飲
食
店
も
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
駅
前
商
店
街
の
今
後
の
活
用
方
法
は
時

代
の
変
化
と
と
も
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
大
型
店
の
出
店
、
E
C
サ
イ
ト
の
普

及
に
よ
り
駅
前
商
店
街
の
特
に
小
売
業

は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
く
る
。

　
後
継
者
不
足
も
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
E
C
サ
イ
ト
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
等
が
進
む
中
、
ス
マ
ホ
対
応
が

で
き
な
い
お
店
は
淘
汰
さ
れ
て
い
く
と

思
わ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
収
束
を
待
つ

❷
八
日
市
商
店
街
振
興
組
合
　

　
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に
よ
る
、

外
出
自
粛
の
影
響
な
ど
で
、
来
訪
者
が

減
少
し
た
ま
ま
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
今
後
も
、
外
出
を
控
え
て
、
消
費
を

抑
え
る
生
活
が
続
く
と
考
え
ら
れ
、
あ

ら
ゆ
る
業
種
の
商
店
に
お
い
て
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、
今
年
、
カ

フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
既
存
店
同
士

の
コ
ラ
ボ
商
品
が
誕
生
し
た
り
、
明
る

い
話
題
も
あ
る
。

　
今
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
人

出
が
戻
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

飲
食
店
も
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る

❸
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
商
店
街

は
閑
散
と
し
て
い
る
。

　
平
日
、
休
日
共
に
歩
行
客
は
殆
ど
お

ら
ず
車
で
の
目
的
客
の
み
の
動
向
で
あ
る
。

　
石
川
県
の
ま
ん
延
防
止
等
の
重
点
措

置
発
令
以
降
は
、
飲
食
店
も
厳
し
く
、

全
体
的
に
停
滞
し
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見

え
な
い
限
り
状
況
の
回
復
は
難
し
い
と

考
え
ら
れ
る
。
イ
ベ
ン
ト
等
は
出
来
ず
、

各
個
店
の
力
の
み
が
頼
り
の
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
人
流
の

回
復
を
願
う

❹
粟
津
駅
前
商
交
会
　

　
昨
年
よ
り
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
流
行
も
収
ま
ら
ず
、
物
販
店
・

飲
食
店
と
も
に
来
店
客
数
の
減
少
に
よ

り
景
気
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、「
売
上
は
去
年
に
比
べ

て
横
ば
い
な
が
ら
一
昨
年
に
比
べ
れ
ば

大
幅
な
減
少
」、「
昨
年
は
、
巣
ご
も
り

需
要
が
あ
っ
た
が
今
年
は
そ
の
需
要
も
な

く
な
り
厳
し
い
状
況
が
続
く
」、「
近
隣

の
企
業
の
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
影
響
で

顧
客
の
来
店
頻
度
が
減
少
し
て
い
る
。」

な
ど
の
声
を
聴
く
。
ま
だ
ま
だ
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行
の
終
息
に
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
普
及
に
と
も
な
い
人
の
流
れ
が

徐
々
に
活
発
化
し
、
経
済
活
動
が
緩
や

か
に
正
常
化
に
向
か
う
こ
と
を
願
う
。

不
安
定
な
受
注
続
く

❺
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
４
月
か
ら
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

徐
々
に
進
み
、
社
会
活
動
が
少
し
戻
り

か
け
る
な
か
極
度
に
需
要
が
落
ち
込
ん

だ
着
物
関
連
や
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
衣
料
用

途
で
も
コ
ロ
ナ
禍
前
５
割
〜
７
割
程
度
の

回
復
が
一
時
的
に
見
ら
れ
た
。
ま
た
用

途
開
発
の
試
織
を
進
め
、
抗
ウ
イ
ル
ス

素
材
や
す
ご
も
り
需
要
増
加
に
よ
る
イ

ン
ナ
ー
関
係
商
品
、
密
を
避
け
た
ア
ウ

ト
ド
ア
用
途
で
受
注
を
確
保
で
き
た
分

野
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
の
拡

大
・
長
期
化
に
よ
り
当
産
地
織
物
関
係

の
消
費
は
総
じ
て
減
少
し
た
ま
ま
で
あ

る
。
な
ん
と
か
受
注
を
確
保
し
て
い
る

商
品
で
も
消
費
は
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に

大
き
く
左
右
す
る
た
め
、
得
意
先
の
ア

パ
レ
ル
等
の
動
き
は
慎
重
感
が
強
く
発

注
は
ス
ポ
ッ
ト
的
な
も
の
が
多
く
、
組
合

員
企
業
に
お
け
る
生
産
性
・
採
算
性
は

悪
い
ま
ま
で
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

　
８
月
後
半
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
急

激
に
進
行
し
、
昨
年
同
様
に
消
費
が
極

度
に
冷
え
込
み
大
変
な
状
況
に
陥
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

経
済
の
回
復
に
期
待

❻
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
昨
年
来
か
ら
の
減
産
の
反
動
に
よ
り

衣
料
、
資
材
関
係
と
も
に
今
年
５
月
頃

か
ら
発
注
量
が
増
加
傾
向
に
あ
り
稼
働

率
80
％
〜
90
％
で
推
移
し
て
い
る
状
態
。

た
だ
一
部
で
、
原
糸
手
配
の
調
整
の
不

備
や
自
動
車
減
産
の
影
響
が
出
て
い
る
。

　
21
年
後
半
か
ら
22
年
前
半
の
世
界
経

済
が
大
方
の
予
想
通
り
拡
大
す
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
繊
維
業
界
で
は
、
中
国
の
市
場
の
占

め
る
割
合
が
大
き
く
、「
共
同
富
裕
」の

提
唱
に
よ
る
高
額
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の

中
国
事
業
の
先
行
き
に
不
透
明
感
が
あ

り
、
ま
た
ネ
ッ
ト
人
口
が
10
億
人
を
超

え
Ｅ
Ｃ
販
売
が
本
格
化
す
る
事
で
、
生

産
流
通
販
売
時
の
在
庫
減
に
対
応
す
る

方
向
に
動
き
、
衣
料
の
Ｐ
Ｂ
事
業
か
ら
の

撤
退
な
ど
大
き
な
変
革
が
進
ん
で
い
る
。

　
今
後
、
受
注
生
産
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

高
い
技
術
力
で
短
納
期
生
産
の
要
望
に

対
応
す
る
事
が
不
可
欠
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
回
復
状
況
は

業
界
で
差
が
あ
り

❼
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合
　

　
最
近
の
景
気
動
向
は
、
国
内
や
欧
米

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
再

拡
大
し
、
景
気
が
再
び
落
ち
込
み
か
ね

な
い
と
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
建
設
機
械
の
稼
働
状
況
や
工

場
で
の
生
産
は
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な

変
化
は
出
て
お
ら
ず
、
ま
た
北
米
を
中

心
に
世
界
景
気
の
回
復
が
続
い
て
い
る

こ
と
で
、
建
設
機
械
の
輸
出
も
順
調
に

推
移
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
建
設
機
械
関
連
の
組
合

員
企
業
で
は
、
昨
年
10
月
以
来
、
高
操

業
状
況
が
続
い
て
お
り
、
今
年
後
半
に

向
け
て
今
ま
で
以
上
の
増
産
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
産
業
機
械
関
連
は
、
相
変
わ
ら
ず
大

型
プ
レ
ス
の
受
注
は
減
少
し
て
い
る
が
、

中
・
小
型
プ
レ
ス
は
少
し
ず
つ
回
復
傾
向

に
あ
る
。
産
業
機
械
関
連
全
体
で
は
、

今
期
に
入
り
引
き
合
い
や
受
注
が
増
え

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
取
扱
い
製
品
に
よ
っ
て

差
は
あ
る
が
、
総
じ
て
組
合
員
企
業
の

多
く
は
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
上
回
る
生

産
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
一
方
で
は
、人
の
確
保
や
資
材
、

部
品
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
人

手
不
足
に
は
、
時
間
外
労
働
時
間
の
増

加
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も

限
界
が
あ
る
。

　
ま
た
、
部
品
メ
ー
カ
ー
各
社
も
人
員

不
足
か
ら
部
品
供
給
が
滞
る
な
ど
し
て
、

生
産
計
画
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ

り
、
工
場
の
生
産
環
境
は
難
し
い
局
面

に
あ
る
。

　
今
年
度
末
ま
で
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

建
設
機
械
関
連
は
、
高
需
要
が
続
く
も

の
と
思
わ
れ
る
。
自
動
車
関
連
も
高
需

要
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
プ
レ

ス
関
連
は
、
新
た
な
需
要
も
見
込
ま
れ

な
い
た
め
、
こ
の
ま
ま
低
需
要
で
推
移

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
鉄
工
業
界
の
多
く
は

今
後
も
高
い
水
準
の
生
産
を
予
定
し
て

い
る
が
、
一
方
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い

こ
と
や
、
鋼
材
価
格
の
高
騰
、
半
導
体

製
品
不
足
の
影
響
に
よ
り
採
算
悪
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
に
よ
る
生
産
制
限
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
問
題
な
ど
地
政
学
的
リ
ス
ク
も

山
積
み
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度
以
降
の

見
通
し
は
不
透
明
で
あ
る
。

需
要
は
回
復
も
国
内
外
の

経
済
動
向
に
注
視

❽
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
昨
年
４
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
発
出
さ
れ
た「
緊
急

事
態
宣
言
」。

　
今
年
に
入
っ
て
も
、
イ
ン
ド
由
来
の
感

染
力
の
強
い「
デ
ル
タ
株
」へ
の
置
き
換
わ

り
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
急
激
な
感
染

拡
大
が
続
い
て
お
り
、
日
本
の
経
済
に

甚
大
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
を
懸
念
し
て

い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
見
通
し
が
不
安
定
な
中
、

コ
ス
ト
削
減
に
係
る
設
備
投
資
の
慎
重

化
は
否
め
な
い
が
、
自
動
車
部
品
は
昨

年
５
月
か
ら
の
回
復
状
況
を
維
持
、
産

業
機
械
、
建
設
機
械
、
工
作
機
械
、
物

流
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
減
少
し
た
需
要
は
徐
々
に
回
復
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同
等
あ
る
い
は

同
等
以
上
の
安
定
が
み
ら
れ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
中
、「
ウ
ィ
ズ
／
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
時
代
」に
向
け
、
持
続
的
成
長
・
発
展

の
た
め
の
未
来
へ
の
投
資
を
継
続
し
、
リ

ス
ク
耐
性
を
高
め
た
企
業
活
動
の
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
の
業
界
の
見
通
し
と
し
て
は
、

直
近
の
安
定
継
続
は
見
込
ん
で
い
る
も

の
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
脅
威
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
東
南
ア
ジ

ア
で
の
感
染
拡
大
で
部
品
調
達
が
滞
り
、

世
界
規
模
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
打
撃

を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、

先
行
き
が
読
み
づ
ら
く
こ
れ
ま
で
以
上

に
国
内
外
の
経
済
動
向
を
注
視
す
る
必

要
が
あ
る
。

国
土
強
靭
化
の
新
た
な
施
策
に

よ
る
公
共
工
事

　❾（一社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
公
共
工
事
に
お
い
て
は
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靭
化
の
新
た
な
施
策
に
よ
り
、

事
業
量
が
あ
る
程
度
確
保
さ
れ
、
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
や
維
持
管
理
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

道
路
網
の
整
備
、橋
梁
等
の
老
朽
化
対
策
、

河
川
改
修
の
促
進
に
期
待
す
る
。
ま
た
、

年
間
を
通
じ
て
の
工
事
の
発
注
・
施
工

時
期
の
平
準
化
に
よ
る
安
定
的
な
事
業

量
の
確
保
に
も
期
待
し
た
い
。

　
戸
建
て
住
宅
は
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が

見
え
な
い
中
、
人
手
不
足
や
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
、
鉄
骨
の
供
給
困
難
等
か
ら
資
材

の
高
騰
な
ど
も
相
ま
っ
て
、
新
築
等
の
発

注
を
手
控
え
る
な
ど
投
資
マ
イ
ン
ド
に

水
を
さ
さ
な
い
か
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
建
設
業
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
の
新
た
な
価
値
の
創
造
や
D
X

や
I
C
T
活
用
に
よ
る
働
き
方
改
革
に

よ
る
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
進
め
る

こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。
そ
の
た

め
、
高
校
生
の
現
場
見
学
会
や
企
業
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
開
催
を
通
じ
て
、
地
元
建

設
業
の
魅
力
を
発
信
し
、
若
い
技
術
者
・

技
能
者
の
育
成
・
確
保
に
繋
げ
る
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
従
業
員
の
高
齢
化
も
進
展
が
あ
り
、

作
業
の
安
全
確
保
や
熱
中
症
対
策
に
は

十
分
に
配
慮
し
た
作
業
工
程
及
び
4
週

8
休
を
見
据
え
た
働
き
方
改
革
を
進
め

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
最
低
賃
金
が
28
円
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

に
よ
る
中
小
企
業
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
は
、
今
後
注
視
し
て
行
く
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
地
域
の
建
設
業
は
、
多
発
し
て
い
る

地
震
・
豪
雨
災
害
に
対
応
し
た
、
市
民

の
安
全
・
安
心
を
守
る「
地
域
の
守
り
手
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め

万
全
の
体
制
強
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

変
異
株
に
よ
る
観
光
客
の

減
少
が
懸
念
さ
れ
る

10
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
は
、
今
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
今
年
前
半
の
海
外
需
要
の
お
か
げ
で
、

忙
し
く
な
っ
た
が
、
業
界
の
高
齢
化
も
あ

り
、
大
量
注
文
に
す
ぐ
に
対
応
す
る
能

力
が
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
時
間
ば
か

り
が
か
か
り
売
上
げ
は
伸
び
悩
ん
で
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
新
し
い
変
異
株
の
影
響
で
観
光
地
で

は
人
出
が
激
減
し
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の

影
響
が
今
後
響
い
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

《令和3年度の振興委員》 順不同

◎代表幹事

 委員名 団　　体　　名 役職名
 新谷　眞康 三日市商店街振興組合 理 事 長
 北川　昇三 八日市商店街振興組合 理 事 長
 寺口　草太 小松中央通り商店街振興組合 理 事 長
 奥　　秀一 粟津駅前商交会 会　　長
 北島　英一 小松織物工業協同組合 事務局長
 松井　大志 小松撚糸工業協同組合 理 事 長
 小山　義則 小松鉄工機器協同組合 専務理事
 油片　吉徳 小松鉄工団地協同組合 専務理事
 谷口　潤一 （一社）小松能美建設業協会 専務理事
 三田　英則 石川県九谷窯元工業協同組合 理 事 長
 山下　正行 南加賀青果食品商業協同組合 理 事 長
 河畑　宏昭 加南トラック事業協同組合 事務局長
 中嶋　敏彦 石川県電気工事工業組合加南本部 業務課長
 ◎茗荷谷豊 小松管工事協同組合 理 事 長
 坂井　浩明 小松魚商協同組合 理 事 長
 坂野　義文 粟津温泉旅館協同組合 事務局長
 西出彦一郎 小松建具組合  組 合 長
 筒前　祐司 小松能美建築組合連合会 会　　長

業
種
別
景
況
報
告（
令
和
３
年
度
上
期
）小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

感
染
拡
大
防
止
と
経
済
活
動
の
両
立
を

は
か
る
施
策
に
期
待

感
染
拡
大
防
止
と
経
済
活
動
の
両
立
を

は
か
る
施
策
に
期
待

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
18
名
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
、国
の
施
策
の
一
環
と
し
て
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業
を
よ
り
一
層
円
滑
に
進
め
る
た
め
、小
規
模
企
業
者
の
経
営

等
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
点
、情
報
の
提
供
等
繁
栄
の
た
め
の
ご
相
談
を
気
軽
に
受
け
て
、商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
に

紹
介
し
、経
営
指
導
員
と
協
力
し
事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に
あ
た
る
、い
わ
ば
本
所
と
小
規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
を
行

う
方
々
で
、市
内
の
各
協
同
組
合
、商
店
街
の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。委
員
が
こ
の
８
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
の

景
況
は
次
の
通
り
で
す
。
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ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
脅
威

11
南
加
賀
青
果
食
品
商
業
協
同
組
合

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
在
宅
勤
務
や
外

出
自
粛
の
影
響
で
、
お
客
様
の
購
買
心

理
や
そ
の
動
向
に
著
し
く
変
化
を
遂
げ

て
い
る
。
ま
た
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
負
け
な
い
価
格
競
争

は
激
し
く
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
我
々

小
売
業
は
厳
し
い
中
に
あ
り
、
客
数
が

減
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
で
も
６
月
に
義
務
化
さ
れ

完
全
施
行
さ
れ
た
H
A
C
C
P
に
対
応

が
必
要
と
な
っ
た
。

　
昨
今
の
後
継
者
不
足
、
人
手
不
足
、

コ
ス
ト
高
騰
な
ど
経
営
者
に
於
い
て
は

逆
風
に
負
け
ず
元
気
を
出
し
て
対
応
し

て
行
き
た
い
と
思
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
へ

12
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
荷
待
ち
時
間

や
、
附
帯
業
務
な
ど
労
働
環
境
の
改
善

を
進
め
る
た
め
に
、
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
が
改
正
さ
れ
、
労
働
環
境
の
改

善
に
非
協
力
的
で
、
違
反
原
因
行
為
を

し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
荷
主
に
は
、
国

土
交
通
大
臣
に
よ
る
荷
主
へ
働
き
か
け

等
が
で
き
る
よ
う
に「
荷
主
対
策
の
深
度

化
」が
規
定
さ
れ
た
。

　
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
時

間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規
制（
年
９

６
０
時
間
）へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
各

運
送
会
社
で
は
対
応
を
進
め
て
い
る
が
、

同
様
に
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問

題
と
し
て
、
改
善
基
準
告
示
で
定
め
ら

れ
た
拘
束
時
間（
月
２
９
３
時
間
）の
問

題
が
あ
る
。

　
法
律
を
ク
リ
ア
す
る
に
は
、
荷
主
が

運
送
会
社
に
必
要
な
配
慮
を
行
う
と
と

も
に
、
労
働
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の

作
業
現
場
の
改
善
や
、
原
価
を
回
収
で

き
る
運
賃（
対
価
）の
収
受
が
必
要
で
あ

る
。

　
運
賃
の
収
受
に
関
し
て
は「
標
準
的
な

運
賃
の
告
示
制
度
」の
導
入
が
行
わ
れ
、

運
送
会
社
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
守
る

べ
く
荷
主
の
理
解
、
協
力
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

　
理
解
あ
る
荷
主
に
関
し
て
は
、
荷
主

の
協
力
の
下
、
少
し
ず
つ
改
善
が
進
ん

で
来
て
い
る
の
で
、
ま
だ
理
解
を
頂
け

て
い
な
い
荷
主
企
業
へ
の
更
な
る
浸
透
が

望
ま
れ
る
。

公
共
工
事
の
受
注
は
安
定
も

企
業
の
設
備
投
資
は
見
送
り

13
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
得
意
先
業
種
ご

と
に
異
な
り
、
一
概
に
好
不
況
の
判
断

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
製
造
業
の
設
備
投
資
は
、
一
時
期
落

ち
込
ん
だ
が
、
昨
今
は
戻
り
つ
つ
あ
る
。

一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
業
や
観
光
業
の
設

備
投
資
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。
官
公
庁

か
ら
の
受
注
は
計
画
ど
お
り
で
あ
り
当

面
の
受
注
量
は
十
分
で
あ
る
。

　
人
手
不
足
は
継
続
し
つ
つ
も
一
時
期

下
落
し
た
工
賃
が
上
が
る
気
配
が
な
く
、

適
正
価
格
と
は
言
い
難
い
状
況
は
続
い

て
お
り
利
益
は
薄
い
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
、
景
気
低
迷
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
小
製
造
業
や
観

光
業
の
設
備
投
資
は
低
迷
す
る
と
思
わ

れ
る
が
、
公
共
工
事
に
関
し
て
は
継
続

し
て
受
注
が
見
込
ま
れ
る
。

　
全
般
的
に
は
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸

工
事
な
ど
に
牽
引
さ
れ
た
特
需
の
反
動

も
懸
念
さ
れ
る
の
で
活
発
で
あ
っ
た
市
況

は
低
迷
に
向
か
う
と
考
え
る
。
木
材
な

ど
の
資
材
不
足
や
価
格
高
騰
も
潜
在
化

さ
れ
て
い
る
不
安
材
料
で
あ
る
。

　
ま
た
、
電
気
工
事
業
業
界
と
し
て
の

慢
性
的
な
電
気
工
事
作
業
員
不
足
は
継

続
し
て
お
り
、
作
業
員
の
高
齢
化
対
策
・

若
手
の
育
成
や
施
工
体
制
の
見
直
し
な

ど
に
も
精
力
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。コ

ロ
ナ
禍
で
受
注
見
通
し
に
不
安
感

14
小
松
管
工
事
協
同
組
合
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が

業
界
内
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

が
、
公
共
工
事
の
顕
著
な
発
注
や
、
少

し
ず
つ
で
あ
る
が
民
間
企
業
の
設
備
投

資
や
新
築
物
件
も
増
加
し
、
業
界
内
で

も
忙
し
く
し
て
い
る
業
者
も
見
受
け
ら

れ
る
。
た
だ
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況

は
変
わ
ら
ず
、
今
後
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
。

　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
、
今
後
の
工
事
受
注
の

見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
に
加
え
、
資

材
価
格
の
高
騰
や
資
材
納
期
の
遅
れ
も

あ
り
、今
後
に
大
変
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、以
前
か
ら
の
若
年
技
術
者
不
足
、

技
能
労
働
者
の
高
齢
化
は
さ
ら
に
深
刻

な
問
題
と
な
り
、
将
来
に
不
安
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
こ
の
ま
ま
で
は
我
々
の

業
界
が
成
り
立
た
な
く
な
る
の
で
は
と

い
う
危
機
感
を
強
く
持
っ
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
下
で
は
あ
る
が
、
魅

力
あ
る
業
界
の
Ｐ
Ｒ
、
こ
の
業
界
で
働

く
人
の
給
与
や
休
日
と
い
っ
た
処
遇
改

善
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
業

界
内
の
全
て
の
会
社
が
適
正
な
利
潤
を

得
る
仕
組
み
づ
く
り
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
の
収
束
が
待
た
れ
る

15
小
松
魚
商
協
同
組
合
　

　
外
出
自
粛
の
巣
ご
も
り
需
要
で
、
自

炊
さ
れ
る
機
会
も
増
え
、
一
般
消
費
者

へ
販
売
す
る
事
業
者
は
、
あ
る
程
度
安

定
し
た
売
上
げ
が
あ
る
が
、
飲
食
店
の

休
業
や
時
短
営
業
等
に
よ
り
、
割
烹
や

飲
食
店
へ
卸
し
て
い
る
事
業
者
は
、
大

変
苦
戦
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
分
科
会
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や

P
C
R
検
査
の
陰
性
結
果
に
よ
っ
て
、

他
者
に
2
次
感
染
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
低

い
こ
と
を
示
す「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」の
活
用
に
向
け
た
提
言
を
取
り

ま
と
め
て
お
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
適
用
と
な

っ
て
も
マ
ス
ク
な
ど
の
基
本
的
な
対
策
は

当
面
継
続
す
る
と
強
調
し
た
上
で
、
医

療
機
関
や
高
齢
者
施
設
で
の
面
会
、
県

境
を
越
え
る
旅
行
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
、
大
人
数
で
の
会
食
な
ど
を
認

め
る
こ
と
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
中
で
、
日
常

生
活
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
、
経
済
活

動
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
、
国

の
方
針
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た

い
。旅

館
業
界
は
最
悪
の

状
況
が
続
く

16
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
適
用
さ
れ
、
石
川
県
独
自
の「
県
民

向
け
県
内
旅
行
応
援
事
業
」に
つ
い
て
も

事
業
が
一
旦
停
止
と
な
る
な
ど
旅
館
業

界
は
最
悪
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
状
況
に
よ
る
が
、
年
末
ま
で
に
回
復

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

木
材
の
不
足
や
高
騰
が
影
響

17
小
松
建
具
組
合

　
米
国
・
中
国
で
の
住
宅
需
要
の
高
ま

り
や
、
海
外
か
ら
材
木
を
運
ぶ
物
流
の

高
騰
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
、

「
ウ
ッ
ド
シ
ョッ
ク
」と
言
わ
れ
る
世
界
的

な
材
木
不
足
に
な
り
、
外
国
産
材
が
値

上
が
り
し
、
国
産
材
も
不
足
し
て
き
た

こ
と
で
、
住
宅
建
築
関
係
に
影
響
が
出

て
い
る
。

　
公
共
工
事
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
工

事
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
職
人
の
高
齢
化
や
若
手
の
人
材
不
足

は
、
本
業
界
の
永
遠
の
課
題
で
あ
り
、

今
後
も
高
齢
化
は
進
む
ば
か
り
で
あ
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
新
し
い
生

活
ス
タ
イ
ル
の
定
着
や
経
済
の
安
定
に

よ
る
収
入
安
定
に
よ
り
、
今
後
の
業
界

全
体
の
回
復
を
期
待
し
た
い
。

材
木
価
格
の
推
移
に
注
視

18
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会
　

　
本
年
初
頭
か
ら
騒
が
れ
だ
し
た「
ウ
ッ

ド
シ
ョ
ッ
ク
」の
影
響
に
よ
り
、
材
木
や

材
木
に
関
わ
る
材
料
費
の
高
騰
、
入
荷

の
遅
れ
が
見
ら
れ
た
が
現
在
は
か
な
り

落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
。

　
材
木
の
価
格
は
、
こ
の
ま
ま
推
移
し

て
い
く
の
か
状
況
を
注
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
同
様
に
建
築
関
係
の
他
業
種
も
価
格

の
高
騰
が
見
ら
れ
る
た
め
、
建
築
費
の

値
上
が
り
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
地
場
の
中
堅
建
築
会
社
は
、
ウ
ッ
ド

シ
ョッ
ク
の
落
ち
着
き
に
よ
り
好
調
な
印

象
を
受
け
る
。
個
人
の
工
務
店
等
に
於

い
て
は
仕
事
を
こ
な
す
限
界
も
あ
り
、

人
材
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

新型コロナ感染症対策等について
商工会議所がサポートします！

経営に対する
専門的な知識が欲しい
●経営課題の洗い出し
●補助金・事業計画の作成
●生産性向上を図りたい

令和3年度
小松商工会議所支援事業

◆経営革新設備補助事業
◆新商品・新技術開発支援助成事業
◆利子補給制度
◆創業支援事業
◆専門家による経営相談、派遣事業
◆オンデマンドWEBセミナー
※詳しくはＨＰやメルマガで配信します。

企業を再生したい！

●債務超過などの問題
●返済遅滞
●改善計画の検討など

小松商工会議所
（金融・経営相談）　経営支援課
（メルマガ登録）　  総務・事業課
↓メールマガジン登録QRコード

お問合せ　☎0761-21-3121

各分野の専門家（アドバイザー）と指導員が
お困りごとをお聞きします

月次支援金（国）

【個人事業者等　上限10万円/月】
【中小法人等　上限20万円/月】

石川県経営持続月次支援金（県）

【個人事業者等　上限5万円/月】
【中小法人等　上限10万円/月】
※酒類販売事業者は国と同額を支給

事業再構築補助金（国）

通常枠100万円～従業員に応じて8,000万円
最大2/3（中堅は1/2）補助

業務改善助成金（国）

賃金引上げ額、人数等により
上限20万円～600万円 最大9/10補助

小規模事業者持続化補助金（国）

低感染リスク型ビジネス枠
小規模事業者に最大100万円 3/4補助 小松市宿泊・観光施設支援金（市）（※）

【宿泊施設　30万円～250万円】
【観光施設　50万円（一律）】

ものづくり・商業・サービス補助金（国）

低感染リスク型ビジネス枠
最大1,000万円まで2/3補助

小松市事業承継支援事業補助金（市）
上限50万円　補助率：定額

小松市飲食店等支援金（市）（※）
【中小企業者・個人事業主 20万円】

飲食・観光関連事業者需要開拓
緊急支援事業（県）（※）

【個別事業者 100万円】
【団体・グループ 200万円】

ともに4/5補助

市内企業の魅力発信！オンラインによる
企業説明会（ライブ配信で質疑応答も実施）
【対象】小松大学学生・市内高校生ほか
【目的】コロナ禍で、学生が対面式の就活イベ

ントやインターンシップに参加する機
会が減っている中、市内企業や業界の
説明をオンライン上で、視聴できる機
会を設けることで、企業の魅力や働き
やすさ、暮らしやすさへの理解を深め
学生の市内定着の促進及び市内企業
の人材確保の支援を目的とします。

【日時】10月30日㈯、31日㈰（ライブ配信）
後日、企業説明会の動画を配信予定

税制改正（インボイス制度）や助成金活
用の冊子を作成しましたので、ご希望の
方は本所まで。
窓口にてお渡
ししています。

新たな助成制度や
制度改正など、随時
メルマガで情報発信
しておりますので、
是非ご登録をお願
いします。

補助金・助成金制度などについて

（※）９月補正予算成立後、公募開始
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ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
脅
威

11
南
加
賀
青
果
食
品
商
業
協
同
組
合

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
在
宅
勤
務
や
外

出
自
粛
の
影
響
で
、
お
客
様
の
購
買
心

理
や
そ
の
動
向
に
著
し
く
変
化
を
遂
げ

て
い
る
。
ま
た
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
負
け
な
い
価
格
競
争

は
激
し
く
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
我
々

小
売
業
は
厳
し
い
中
に
あ
り
、
客
数
が

減
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
で
も
６
月
に
義
務
化
さ
れ

完
全
施
行
さ
れ
た
H
A
C
C
P
に
対
応

が
必
要
と
な
っ
た
。

　
昨
今
の
後
継
者
不
足
、
人
手
不
足
、

コ
ス
ト
高
騰
な
ど
経
営
者
に
於
い
て
は

逆
風
に
負
け
ず
元
気
を
出
し
て
対
応
し

て
行
き
た
い
と
思
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
へ

12
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
荷
待
ち
時
間

や
、
附
帯
業
務
な
ど
労
働
環
境
の
改
善

を
進
め
る
た
め
に
、
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
が
改
正
さ
れ
、
労
働
環
境
の
改

善
に
非
協
力
的
で
、
違
反
原
因
行
為
を

し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
荷
主
に
は
、
国

土
交
通
大
臣
に
よ
る
荷
主
へ
働
き
か
け

等
が
で
き
る
よ
う
に「
荷
主
対
策
の
深
度

化
」が
規
定
さ
れ
た
。

　
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
時

間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規
制（
年
９

６
０
時
間
）へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
各

運
送
会
社
で
は
対
応
を
進
め
て
い
る
が
、

同
様
に
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問

題
と
し
て
、
改
善
基
準
告
示
で
定
め
ら

れ
た
拘
束
時
間（
月
２
９
３
時
間
）の
問

題
が
あ
る
。

　
法
律
を
ク
リ
ア
す
る
に
は
、
荷
主
が

運
送
会
社
に
必
要
な
配
慮
を
行
う
と
と

も
に
、
労
働
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の

作
業
現
場
の
改
善
や
、
原
価
を
回
収
で

き
る
運
賃（
対
価
）の
収
受
が
必
要
で
あ

る
。

　
運
賃
の
収
受
に
関
し
て
は「
標
準
的
な

運
賃
の
告
示
制
度
」の
導
入
が
行
わ
れ
、

運
送
会
社
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
守
る

べ
く
荷
主
の
理
解
、
協
力
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

　
理
解
あ
る
荷
主
に
関
し
て
は
、
荷
主

の
協
力
の
下
、
少
し
ず
つ
改
善
が
進
ん

で
来
て
い
る
の
で
、
ま
だ
理
解
を
頂
け

て
い
な
い
荷
主
企
業
へ
の
更
な
る
浸
透
が

望
ま
れ
る
。

公
共
工
事
の
受
注
は
安
定
も

企
業
の
設
備
投
資
は
見
送
り

13
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
得
意
先
業
種
ご

と
に
異
な
り
、
一
概
に
好
不
況
の
判
断

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
製
造
業
の
設
備
投
資
は
、
一
時
期
落

ち
込
ん
だ
が
、
昨
今
は
戻
り
つ
つ
あ
る
。

一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
業
や
観
光
業
の
設

備
投
資
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。
官
公
庁

か
ら
の
受
注
は
計
画
ど
お
り
で
あ
り
当

面
の
受
注
量
は
十
分
で
あ
る
。

　
人
手
不
足
は
継
続
し
つ
つ
も
一
時
期

下
落
し
た
工
賃
が
上
が
る
気
配
が
な
く
、

適
正
価
格
と
は
言
い
難
い
状
況
は
続
い

て
お
り
利
益
は
薄
い
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
、
景
気
低
迷
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
小
製
造
業
や
観

光
業
の
設
備
投
資
は
低
迷
す
る
と
思
わ

れ
る
が
、
公
共
工
事
に
関
し
て
は
継
続

し
て
受
注
が
見
込
ま
れ
る
。

　
全
般
的
に
は
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸

工
事
な
ど
に
牽
引
さ
れ
た
特
需
の
反
動

も
懸
念
さ
れ
る
の
で
活
発
で
あ
っ
た
市
況

は
低
迷
に
向
か
う
と
考
え
る
。
木
材
な

ど
の
資
材
不
足
や
価
格
高
騰
も
潜
在
化

さ
れ
て
い
る
不
安
材
料
で
あ
る
。

　
ま
た
、
電
気
工
事
業
業
界
と
し
て
の

慢
性
的
な
電
気
工
事
作
業
員
不
足
は
継

続
し
て
お
り
、
作
業
員
の
高
齢
化
対
策
・

若
手
の
育
成
や
施
工
体
制
の
見
直
し
な

ど
に
も
精
力
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。コ

ロ
ナ
禍
で
受
注
見
通
し
に
不
安
感

14
小
松
管
工
事
協
同
組
合
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が

業
界
内
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

が
、
公
共
工
事
の
顕
著
な
発
注
や
、
少

し
ず
つ
で
あ
る
が
民
間
企
業
の
設
備
投

資
や
新
築
物
件
も
増
加
し
、
業
界
内
で

も
忙
し
く
し
て
い
る
業
者
も
見
受
け
ら

れ
る
。
た
だ
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況

は
変
わ
ら
ず
、
今
後
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
。

　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
、
今
後
の
工
事
受
注
の

見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
に
加
え
、
資

材
価
格
の
高
騰
や
資
材
納
期
の
遅
れ
も

あ
り
、今
後
に
大
変
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、以
前
か
ら
の
若
年
技
術
者
不
足
、

技
能
労
働
者
の
高
齢
化
は
さ
ら
に
深
刻

な
問
題
と
な
り
、
将
来
に
不
安
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
こ
の
ま
ま
で
は
我
々
の

業
界
が
成
り
立
た
な
く
な
る
の
で
は
と

い
う
危
機
感
を
強
く
持
っ
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
下
で
は
あ
る
が
、
魅

力
あ
る
業
界
の
Ｐ
Ｒ
、
こ
の
業
界
で
働

く
人
の
給
与
や
休
日
と
い
っ
た
処
遇
改

善
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
業

界
内
の
全
て
の
会
社
が
適
正
な
利
潤
を

得
る
仕
組
み
づ
く
り
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
の
収
束
が
待
た
れ
る

15
小
松
魚
商
協
同
組
合
　

　
外
出
自
粛
の
巣
ご
も
り
需
要
で
、
自

炊
さ
れ
る
機
会
も
増
え
、
一
般
消
費
者

へ
販
売
す
る
事
業
者
は
、
あ
る
程
度
安

定
し
た
売
上
げ
が
あ
る
が
、
飲
食
店
の

休
業
や
時
短
営
業
等
に
よ
り
、
割
烹
や

飲
食
店
へ
卸
し
て
い
る
事
業
者
は
、
大

変
苦
戦
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
分
科
会
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や

P
C
R
検
査
の
陰
性
結
果
に
よ
っ
て
、

他
者
に
2
次
感
染
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
低

い
こ
と
を
示
す「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」の
活
用
に
向
け
た
提
言
を
取
り

ま
と
め
て
お
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
適
用
と
な

っ
て
も
マ
ス
ク
な
ど
の
基
本
的
な
対
策
は

当
面
継
続
す
る
と
強
調
し
た
上
で
、
医

療
機
関
や
高
齢
者
施
設
で
の
面
会
、
県

境
を
越
え
る
旅
行
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
、
大
人
数
で
の
会
食
な
ど
を
認

め
る
こ
と
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
中
で
、
日
常

生
活
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
、
経
済
活

動
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
、
国

の
方
針
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た

い
。旅

館
業
界
は
最
悪
の

状
況
が
続
く

16
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
適
用
さ
れ
、
石
川
県
独
自
の「
県
民

向
け
県
内
旅
行
応
援
事
業
」に
つ
い
て
も

事
業
が
一
旦
停
止
と
な
る
な
ど
旅
館
業

界
は
最
悪
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
状
況
に
よ
る
が
、
年
末
ま
で
に
回
復

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

木
材
の
不
足
や
高
騰
が
影
響

17
小
松
建
具
組
合

　
米
国
・
中
国
で
の
住
宅
需
要
の
高
ま

り
や
、
海
外
か
ら
材
木
を
運
ぶ
物
流
の

高
騰
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
、

「
ウ
ッ
ド
シ
ョッ
ク
」と
言
わ
れ
る
世
界
的

な
材
木
不
足
に
な
り
、
外
国
産
材
が
値

上
が
り
し
、
国
産
材
も
不
足
し
て
き
た

こ
と
で
、
住
宅
建
築
関
係
に
影
響
が
出

て
い
る
。

　
公
共
工
事
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
工

事
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
職
人
の
高
齢
化
や
若
手
の
人
材
不
足

は
、
本
業
界
の
永
遠
の
課
題
で
あ
り
、

今
後
も
高
齢
化
は
進
む
ば
か
り
で
あ
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
新
し
い
生

活
ス
タ
イ
ル
の
定
着
や
経
済
の
安
定
に

よ
る
収
入
安
定
に
よ
り
、
今
後
の
業
界

全
体
の
回
復
を
期
待
し
た
い
。

材
木
価
格
の
推
移
に
注
視

18
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会
　

　
本
年
初
頭
か
ら
騒
が
れ
だ
し
た「
ウ
ッ

ド
シ
ョ
ッ
ク
」の
影
響
に
よ
り
、
材
木
や

材
木
に
関
わ
る
材
料
費
の
高
騰
、
入
荷

の
遅
れ
が
見
ら
れ
た
が
現
在
は
か
な
り

落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
。

　
材
木
の
価
格
は
、
こ
の
ま
ま
推
移
し

て
い
く
の
か
状
況
を
注
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
同
様
に
建
築
関
係
の
他
業
種
も
価
格

の
高
騰
が
見
ら
れ
る
た
め
、
建
築
費
の

値
上
が
り
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
地
場
の
中
堅
建
築
会
社
は
、
ウ
ッ
ド

シ
ョッ
ク
の
落
ち
着
き
に
よ
り
好
調
な
印

象
を
受
け
る
。
個
人
の
工
務
店
等
に
於

い
て
は
仕
事
を
こ
な
す
限
界
も
あ
り
、

人
材
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

新型コロナ感染症対策等について
商工会議所がサポートします！

経営に対する
専門的な知識が欲しい
●経営課題の洗い出し
●補助金・事業計画の作成
●生産性向上を図りたい

令和3年度
小松商工会議所支援事業

◆経営革新設備補助事業
◆新商品・新技術開発支援助成事業
◆利子補給制度
◆創業支援事業
◆専門家による経営相談、派遣事業
◆オンデマンドWEBセミナー
※詳しくはＨＰやメルマガで配信します。

企業を再生したい！

●債務超過などの問題
●返済遅滞
●改善計画の検討など

小松商工会議所
（金融・経営相談）　経営支援課
（メルマガ登録）　  総務・事業課
↓メールマガジン登録QRコード

お問合せ　☎0761-21-3121

各分野の専門家（アドバイザー）と指導員が
お困りごとをお聞きします

月次支援金（国）

【個人事業者等　上限10万円/月】
【中小法人等　上限20万円/月】

石川県経営持続月次支援金（県）

【個人事業者等　上限5万円/月】
【中小法人等　上限10万円/月】
※酒類販売事業者は国と同額を支給

事業再構築補助金（国）

通常枠100万円～従業員に応じて8,000万円
最大2/3（中堅は1/2）補助

業務改善助成金（国）

賃金引上げ額、人数等により
上限20万円～600万円 最大9/10補助

小規模事業者持続化補助金（国）

低感染リスク型ビジネス枠
小規模事業者に最大100万円 3/4補助 小松市宿泊・観光施設支援金（市）（※）

【宿泊施設　30万円～250万円】
【観光施設　50万円（一律）】

ものづくり・商業・サービス補助金（国）

低感染リスク型ビジネス枠
最大1,000万円まで2/3補助

小松市事業承継支援事業補助金（市）
上限50万円　補助率：定額

小松市飲食店等支援金（市）（※）
【中小企業者・個人事業主 20万円】

飲食・観光関連事業者需要開拓
緊急支援事業（県）（※）

【個別事業者 100万円】
【団体・グループ 200万円】

ともに4/5補助

市内企業の魅力発信！オンラインによる
企業説明会（ライブ配信で質疑応答も実施）
【対象】小松大学学生・市内高校生ほか
【目的】コロナ禍で、学生が対面式の就活イベ

ントやインターンシップに参加する機
会が減っている中、市内企業や業界の
説明をオンライン上で、視聴できる機
会を設けることで、企業の魅力や働き
やすさ、暮らしやすさへの理解を深め
学生の市内定着の促進及び市内企業
の人材確保の支援を目的とします。

【日時】10月30日㈯、31日㈰（ライブ配信）
後日、企業説明会の動画を配信予定

税制改正（インボイス制度）や助成金活
用の冊子を作成しましたので、ご希望の
方は本所まで。
窓口にてお渡
ししています。

新たな助成制度や
制度改正など、随時
メルマガで情報発信
しておりますので、
是非ご登録をお願
いします。

補助金・助成金制度などについて

（※）９月補正予算成立後、公募開始
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会議所の動き 会議所の動き

こまつ創業塾 9/4,11,18,259/4,11,18,25

創
業
に
つ
い
て
基
礎
か
ら
学
び
、起
業
家
を
目
指
す

　
本
所
で
は
、創
業
を
目
指
す
方
や
創
業
後
間
も
な
い
方

な
ど
を
対
象
と
し
た
、創
業
の
魅
力
や
経
営
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、財
務
の
基
本
知
識
を
集
中
的
に
学
ぶ「
こ
ま
つ
創
業

塾
」を
4
日
間
の
日
程
で
開
催
し
た
。

　
初
日
は
ピ
ー
ス
バ
ン
ク
の
野
々
市
氏
が
自
身
の
体
験
談
を
交

え
な
が
ら
、
創
業
へ
の
準
備
や
創
業
を
成
功
さ
せ
る
秘
訣
等
に
つ

い
て
語
り
、
2
日
目
か
ら
は
、
㈱
迅
技
術
経
営 

代
表
取
締
役 

西
克
己
氏
が
事
業
領
域
、
雇
用
、
販
促
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
組
み
合
わ
せ
た
内
容
で
講
義
し
た
。
3
日
目
は
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
、
商
品
の
製
造
か
ら
売
買
を
ゲ
ー

ム
形
式
で
体
験
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
日
と
な
る
4
日
目
に

は
、
受
講
者
が
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
学
び
、
練
り
上
げ
た
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
し
た
。

　
な
お
、
今
年
の
創
業
塾
は
、
1
日
目
と
2
日
目
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

講師の西井克己氏3日目の様子

小規模企業振興委員連絡会 9/99/9

コ
ン
ビ
ニ
経
営
戦
略
を
学
ぶ

　
去
る
９
月
９
日
に
、金
沢
は
ん
だ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表
の
半

田
武
志
氏
を
迎
え
、小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
を
開
催

し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、
茗
荷
谷
代
表
幹
事
の
挨
拶
の
あ
と
、「
優
し
い
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
強
さ
の
秘
密
」と
題
し
て
半
田
氏
よ
り
講
話
が
あ

り
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
得
た
体
験
や
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
成
長
し
続
け
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
強
さ
は
、
各
店
舗
で
オ
ー
ナ
ー
と
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
め
て「
共
通
目
的
」「
貢
献
意
欲
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の

３
つ
の
組
織
体
制
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
販
売
戦
略
に
お
い
て
、
圧

倒
的
な
個
店
戦
闘
力
の
差
と
本
部
組
織
の
能
力
の
差
が
そ
の
秘
密
で

あ
る
と
話
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
国
・
県
・
市
に
お
け
る
支
援
策
に

つ
い
て
本
所
よ
り
説
明
、
各
業
界
の
景
況
報
告
と
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

ゲストの半田武志氏連絡会の様子

産業政策委員会 8/278/27

企
業
の
B
C
P
対
策
を
学
ぶ

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）は
、豊
田
通
商

㈱
総
務
部
危
機
管
理・B
C
M
推
進
室
課
長
　
藤
本
博
久
氏
を

ゲ
ス
ト
に
招
き
、「
災
害
と
事
業
継
続
」と
題
し
た
委
員
会
を
会
場

と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て
開

催
。22
名
が
出
席
し
た
。

　
藤
本
氏
は
、「
B
C
P
は
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
企
業
の
中
枢
の
人
が

考
え
を
合
わ
せ
整
理
し
文
書
化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
訓
練
で
検
証
や

見
直
し
を
行
い
、
よ
り
実
践
的
・
効
果
的
に
す
る
た
め
に
継
続
的
に
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。」と
説
明
。
ま
た
、「
B
C
P
策
定
企
業
で

あ
る
こ
と
を
顧
客
に
見
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
、
リ
ス
ク
対
応

の
信
頼
と
し
て
企
業
P
R
に
繋
が
る
た
め
、
積
極
的
に
喧
伝
し
よ

う
！
」と
話
さ
れ
た
。

　
講
話
後
、
令
和
４
年
度
県
・
市
に
対
す
る
要
望
事
項（
案
）に
つ
い
て

協
議
し
、
委
員
会
を
終
了
し
た
。

　
出
席
し
た
委
員
は
、
B
C
P
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
自
社
の
企
業

活
動
へ
の
活
用
に
つ
い
て
模
索
し
た
。

ゲストの藤本氏講話の様子

日商３級簿記講座 9/15～11/179/15～11/17

日
商
簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て

　
講
師
に
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
カ
レ
ッ
ジ
の
川
岸
満
里
奈

氏
を
迎
え
、経
理
に
携
わ
っ
て
い
る
方
や
も
う
一
度
基
礎
を

勉
強
し
た
い
方
、簿
記
検
定
を
受
験
さ
れ
る
方
を
対
象
に

９
月
15
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で
の
全
18
日
間
の
日
程
で
簿

記
講
座（
日
商
３
級
）を
開
催
中
で
あ
る
。

　
18
名
の
参
加
が
あ
り
、
講
座
で
は
、
記
帳
の
必
要
性
や
仕
分

け
と
い
っ
た
簿
記
の
基
礎
か
ら
、
決
算
整
理
・
財
務
諸
表
の
作
成

ま
で
を
学
び
、
日
商
簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
簿
記
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
経
理
事
務

に
必
要
な
会
計
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
財
務
諸
表
を
読
む
力
、

基
礎
的
な
経
営
管
理
や
分
析
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
で
あ
る
コ

ス
ト
感
覚
を
身
に
つ
け
る
事
が
で
き
る
た
め
、
18
日
間
と
い
う

長
期
間
の
講
座
で
は
あ
る
が
、
皆
熱
心
に
受
講
し
て
い
る
。

講師の川岸満里奈氏講義の様子

小松YEG臨時総会 9/149/14

令
和
４
年
度
へ
向
け
、次
年
度
会
長
を
選
任

　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
令
和
３
年
度
臨
時
総
会
を
現
地
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
て
開
催
し
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ

ー
33
名
が
出
席
し
た
。

　
森
下
誠
会
長
の
挨
拶
後
、
早
速
審
議
に
入
り
令
和
４
年
度
会
長
候
補
者

の
選
任
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
審
議
の
結
果
、
金
子
哲
也
氏（
㈲
金
子
印
刷 

代
表
取
締
役
）が
選
任
さ
れ
た
。
金
子
氏
は
、「
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

工
夫
を
凝
ら
し
例
会
を
毎
月
開
催
す
る
等
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
根
幹
で
あ
る
交
流
と

研
鑽
が
で
き
て
い
る
。
来
年
度
も
こ
の
流
れ
を
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、
ま

た
令
和
５
年
度
全
国
大
会
を
見
据
え
、
メ
ン
バ
ー
と
共
に
本
気
で
取
り
組
み

た
い
。」と
令
和
４
年
度
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
次
に
、
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
て
研
修
会
、
親
睦
交
流
等
を
通
じ
て
女
性
会
員
の
資

質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
女
性
新
入
会
員
を
増
や
し
、
こ
れ
か
ら
の
Ｙ
Ｅ

Ｇ
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
の
女
性
部
会
設
立
を
審
議
し
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
西
会
頭
が
祝
辞
を
述
べ
、
報
告
依
頼
事
項
で
は
森

下
会
長
よ
り
、
令
和
４
年
度
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
役
員
候
補
者
に
つ
い
て
、
本
Ｙ
Ｅ

Ｇ
よ
り
小
野
知
一
郎
直
前
会
長
を
推
薦
す
る
旨
を
報
告
し
た
。
最
後
に
、
飯

田
崇
義
・
清
水
篤
志
両
監
事
が
監
事
講
評
を
述
べ
、
臨
時
総
会
を
終
え
た
。

会長予定者の金子哲也氏オンラインとのハイブリッド開催

「
老
化
制
御
で
現
実
味
を
帯
び
る

『
人
生
１
０
０
年
時
代
』」

　
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
立
ち

向
か
っ
て
い
る
一
方
で
、
医
療
分
野
で
注
目
さ
れ
て

い
る
動
き
の
一
つ
に
「
老
化
制
御
」
が
あ
り
ま
す
。

人
間
の
細
胞
レ
ベ
ル
の
研
究
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、

加
齢
に
よ
る
体
の
老
化
を
人
為
的
に
遅
ら
せ
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
大
ざ
っ
ぱ
に
い
う
と
、
古
く
な

っ
て
機
能
が
低
下
し
た
細
胞
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

で
損
傷
し
た
細
胞
が
新
し
く
健
康
な
も
の
に
置
き

換
わ
る
の
を
促
進
す
る
こ
と
で
若
さ
を
保
つ
、
と
い

う
考
え
で
す
。

　
す
で
に
こ
う
し
た
機
能
を
持
つ
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な

ど
が
世
に
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
運

動
法
や
栄
養
摂
取
な
ど
に
関
す
る
研
究
も
進
化
し

て
、
徐
々
に
世
の
中
に
知
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
に
よ
り
、
寿
命
が
延
び
て
人
生
１
０
０

年
時
代
も
夢
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
発
表
し
た
２
０
２

１
年
版
の
世
界
保
健
統
計
に
よ
る
と
、
日
本
の
平

均
寿
命
は
男
女
平
均
で
84
・
３
歳
（
男
性
81
・
５
歳
、

女
性
86
・
９
歳
）
と
、
世
界
で
最
も
長
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
今
後
さ
ら
に
10
年
以
上
延
び
る
可

能
性
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
多
く
の
人
の
寿
命
が
１
０
０
年
に
な
る
と
、
ど
ん

な
世
の
中
に
な
り
、
ど
ん
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
興
味
が
湧
い
て
き
ま

す
。
日
本
は
、
世
界
の
中
で
高
齢
化
先
進
国
な
の
で
、

こ
こ
で
開
発
さ
れ
た
高
齢
者
向
け
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
は
、
遅
れ
て
需
要
が
高
ま
る
世
界
市
場
に
広
が
っ

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
今
後
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
は
ま
す
ま
す
進
化
す
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば

自
動
運
転
や
ド
ロ
ー
ン
配
送
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ

ラ
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
速
化
と
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
な
ど
応
用
範
囲
の
拡
大
も
あ
る
で
し

ょ
う
。

　
衣
食
住
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
従
来
の
「
シ
ニ
ア

向
け
」
よ
り
も
さ
ら
に
高
齢
の
「
ハ
イ
シ
ニ
ア
向
け
」

の
ジ
ャ
ン
ル
が
登
場
し
て
き
そ
う
で
す
。
例
え
ば

「
衣
」
の
分
野
で
は
、
着
脱
が
楽
で
汚
れ
や
し
わ
に

も
強
く
、
軽
く
て
扱
い
や
す
い
も
の
な
ど
が
必
要
に

な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
作
業
着
の
店
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
ワ
ー
ク
マ
ン
が
若
い
女
性
向
け
に
「
お

し
ゃ
れ
」
を
加
味
し
て
ヒ
ッ
ト
し
た
よ
う
に
、
ハ
イ

シ
ニ
ア
向
け
に
、
機
能
性
だ
け
で
は
な
い
「
何
か
」

を
加
え
た
衣
料
も
出
て
き
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、「
食
」
の
分
野
で
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
も

ち
ろ
ん
、
あ
ま
り
硬
い
も
の
や
か
み
切
る
の
に
苦
労

し
な
い
も
の
、
飲
み
込
み
や
す
い
も
の
が
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
調
理
に
時
間
が
か
か
ら
ず
、

火
を
使
わ
な
く
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
も
の
な

ど
が
広
ま
る
で
し
ょ
う
。

　「
住
」
の
分
野
も
便
利
で
危
険
の
な
い
設
計
で
あ

り
、
運
動
能
力
が
衰
え
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た

住
ま
い
が
普
及
す
る
で
し
ょ
う
。
先
に
挙
げ
た
Ｉ
Ｔ

や
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
、Ａ
Ｉ
の
進
化
と
の
応
用
で
、

生
活
し
な
が
ら
健
康
管
理
の
情
報
を
住
宅
が
吸
い

上
げ
て
分
析
し
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
り
、

必
要
な
関
係
先
に
連
絡
を
し
て
く
れ
た
り
す
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
全
体
と
し
て
優
し
く
穏
や
か
な
性
質
を
持
つ
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
よ
り
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
方
か
ら
の
発
想
に
よ
る
商

品
開
発
が
有
効
だ
と
考
え
ま
す
。
ハ
イ
シ
ニ
ア
向
け

市
場
は
、
地
方
の
中
小
企
業
に
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

 

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所上

席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

渡
辺
　
和
博
／
わ
た
な
べ・か
ず
ひ
ろ

　
日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所 

上
席
研
究
員
。１
９
８
６
年
筑

波
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。同
年
日

本
経
済
新
聞
社
入
社
。Ｉ
Ｔ
分
野
、経
営
分
野
、コ
ン
シ
ュ

ー
マ
分
野
の
専
門
誌
編
集
部
を
経
て
現
職
。全
国
の
自
治

体・商
工
会
議
所
な
ど
で
地
域
活
性
化
や
名
産
品
開
発
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、講
演
を
実
施
。消
費
者
起
点
を
テ
ー

マ
に
ヒ
ッ
ト
商
品
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。著
書
に『
地
方

発
ヒ
ッ
ト
を
生
む
　
逆
算
発
想
の
も
の
づ
く
り
』（
日
経
Ｂ

Ｐ
社
）。

同一労働同一賃金対策講習会 8/268/26

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
対
策
を
学
ぶ

　
本
所
で
は
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
定
め
る『
パ
ー
ト
タ

イ
ム・有
期
雇
用
労
働
法
』の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
そ
の
対

策
を
学
ぶ
た
め
の
講
習
会
を
実
施
。10
企
業
か
ら
11
名
が

参
加
し
た
。

　
講
師
の
ヒ
ュ
ー
ス
タ
ー
労
務
サ
ポ
ー
ト
事
務
所 

社
会
保
険
労

務
士
の
山
下
大
揮
氏
よ
り
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
定
め
る『
パ

ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
』の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン（
指
針
）、
問
題
と
な
り
う
る
場
面
の
例
、
実
際
の
裁

判
事
例
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
同
一
労
働
同
一
賃
金
へ
の
対
策
と
し
て
山
下
氏
は
、
ま
ず
は
自

社
の
社
員
を
労
働
時
間
や
職
務
の
内
容
ご
と
に
タ
イ
プ
分
け

し
、
タ
イ
プ
ご
と
に
不
合
理
な
待
遇
差
が
な
い
か
現
状
を
確
認

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
不
合
理
な
待
遇

差
が
確
認
さ
れ
是
正
が
必
要
な
場
合
は
助
成
金
を
活
用
し
対
策

す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
説
明
さ
れ
た
。

講師の山下大揮氏講習会の様子
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会議所の動き 会議所の動き

こまつ創業塾 9/4,11,18,259/4,11,18,25

創
業
に
つ
い
て
基
礎
か
ら
学
び
、起
業
家
を
目
指
す

　
本
所
で
は
、創
業
を
目
指
す
方
や
創
業
後
間
も
な
い
方

な
ど
を
対
象
と
し
た
、創
業
の
魅
力
や
経
営
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、財
務
の
基
本
知
識
を
集
中
的
に
学
ぶ「
こ
ま
つ
創
業

塾
」を
4
日
間
の
日
程
で
開
催
し
た
。

　
初
日
は
ピ
ー
ス
バ
ン
ク
の
野
々
市
氏
が
自
身
の
体
験
談
を
交

え
な
が
ら
、
創
業
へ
の
準
備
や
創
業
を
成
功
さ
せ
る
秘
訣
等
に
つ

い
て
語
り
、
2
日
目
か
ら
は
、
㈱
迅
技
術
経
営 

代
表
取
締
役 

西
克
己
氏
が
事
業
領
域
、
雇
用
、
販
促
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
組
み
合
わ
せ
た
内
容
で
講
義
し
た
。
3
日
目
は
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
、
商
品
の
製
造
か
ら
売
買
を
ゲ
ー

ム
形
式
で
体
験
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
日
と
な
る
4
日
目
に

は
、
受
講
者
が
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
学
び
、
練
り
上
げ
た
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
し
た
。

　
な
お
、
今
年
の
創
業
塾
は
、
1
日
目
と
2
日
目
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

講師の西井克己氏3日目の様子

小規模企業振興委員連絡会 9/99/9

コ
ン
ビ
ニ
経
営
戦
略
を
学
ぶ

　
去
る
９
月
９
日
に
、金
沢
は
ん
だ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表
の
半

田
武
志
氏
を
迎
え
、小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
を
開
催

し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、
茗
荷
谷
代
表
幹
事
の
挨
拶
の
あ
と
、「
優
し
い
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
強
さ
の
秘
密
」と
題
し
て
半
田
氏
よ
り
講
話
が
あ

り
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
得
た
体
験
や
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
成
長
し
続
け
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
強
さ
は
、
各
店
舗
で
オ
ー
ナ
ー
と
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
め
て「
共
通
目
的
」「
貢
献
意
欲
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の

３
つ
の
組
織
体
制
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
販
売
戦
略
に
お
い
て
、
圧

倒
的
な
個
店
戦
闘
力
の
差
と
本
部
組
織
の
能
力
の
差
が
そ
の
秘
密
で

あ
る
と
話
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
国
・
県
・
市
に
お
け
る
支
援
策
に

つ
い
て
本
所
よ
り
説
明
、
各
業
界
の
景
況
報
告
と
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

ゲストの半田武志氏連絡会の様子

産業政策委員会 8/278/27

企
業
の
B
C
P
対
策
を
学
ぶ

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）は
、豊
田
通
商

㈱
総
務
部
危
機
管
理・B
C
M
推
進
室
課
長
　
藤
本
博
久
氏
を

ゲ
ス
ト
に
招
き
、「
災
害
と
事
業
継
続
」と
題
し
た
委
員
会
を
会
場

と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て
開

催
。22
名
が
出
席
し
た
。

　
藤
本
氏
は
、「
B
C
P
は
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
企
業
の
中
枢
の
人
が

考
え
を
合
わ
せ
整
理
し
文
書
化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
訓
練
で
検
証
や

見
直
し
を
行
い
、
よ
り
実
践
的
・
効
果
的
に
す
る
た
め
に
継
続
的
に
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。」と
説
明
。
ま
た
、「
B
C
P
策
定
企
業
で

あ
る
こ
と
を
顧
客
に
見
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
、
リ
ス
ク
対
応

の
信
頼
と
し
て
企
業
P
R
に
繋
が
る
た
め
、
積
極
的
に
喧
伝
し
よ

う
！
」と
話
さ
れ
た
。

　
講
話
後
、
令
和
４
年
度
県
・
市
に
対
す
る
要
望
事
項（
案
）に
つ
い
て

協
議
し
、
委
員
会
を
終
了
し
た
。

　
出
席
し
た
委
員
は
、
B
C
P
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
自
社
の
企
業

活
動
へ
の
活
用
に
つ
い
て
模
索
し
た
。

ゲストの藤本氏講話の様子

日商３級簿記講座 9/15～11/179/15～11/17

日
商
簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て

　
講
師
に
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
カ
レ
ッ
ジ
の
川
岸
満
里
奈

氏
を
迎
え
、経
理
に
携
わ
っ
て
い
る
方
や
も
う
一
度
基
礎
を

勉
強
し
た
い
方
、簿
記
検
定
を
受
験
さ
れ
る
方
を
対
象
に

９
月
15
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で
の
全
18
日
間
の
日
程
で
簿

記
講
座（
日
商
３
級
）を
開
催
中
で
あ
る
。

　
18
名
の
参
加
が
あ
り
、
講
座
で
は
、
記
帳
の
必
要
性
や
仕
分

け
と
い
っ
た
簿
記
の
基
礎
か
ら
、
決
算
整
理
・
財
務
諸
表
の
作
成

ま
で
を
学
び
、
日
商
簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
簿
記
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
経
理
事
務

に
必
要
な
会
計
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
財
務
諸
表
を
読
む
力
、

基
礎
的
な
経
営
管
理
や
分
析
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
で
あ
る
コ

ス
ト
感
覚
を
身
に
つ
け
る
事
が
で
き
る
た
め
、
18
日
間
と
い
う

長
期
間
の
講
座
で
は
あ
る
が
、
皆
熱
心
に
受
講
し
て
い
る
。

講師の川岸満里奈氏講義の様子

小松YEG臨時総会 9/149/14

令
和
４
年
度
へ
向
け
、次
年
度
会
長
を
選
任

　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
令
和
３
年
度
臨
時
総
会
を
現
地
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
て
開
催
し
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ

ー
33
名
が
出
席
し
た
。

　
森
下
誠
会
長
の
挨
拶
後
、
早
速
審
議
に
入
り
令
和
４
年
度
会
長
候
補
者

の
選
任
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
審
議
の
結
果
、
金
子
哲
也
氏（
㈲
金
子
印
刷 

代
表
取
締
役
）が
選
任
さ
れ
た
。
金
子
氏
は
、「
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

工
夫
を
凝
ら
し
例
会
を
毎
月
開
催
す
る
等
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
根
幹
で
あ
る
交
流
と

研
鑽
が
で
き
て
い
る
。
来
年
度
も
こ
の
流
れ
を
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、
ま

た
令
和
５
年
度
全
国
大
会
を
見
据
え
、
メ
ン
バ
ー
と
共
に
本
気
で
取
り
組
み

た
い
。」と
令
和
４
年
度
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
次
に
、
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
て
研
修
会
、
親
睦
交
流
等
を
通
じ
て
女
性
会
員
の
資

質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
女
性
新
入
会
員
を
増
や
し
、
こ
れ
か
ら
の
Ｙ
Ｅ

Ｇ
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
の
女
性
部
会
設
立
を
審
議
し
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
西
会
頭
が
祝
辞
を
述
べ
、
報
告
依
頼
事
項
で
は
森

下
会
長
よ
り
、
令
和
４
年
度
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
役
員
候
補
者
に
つ
い
て
、
本
Ｙ
Ｅ

Ｇ
よ
り
小
野
知
一
郎
直
前
会
長
を
推
薦
す
る
旨
を
報
告
し
た
。
最
後
に
、
飯

田
崇
義
・
清
水
篤
志
両
監
事
が
監
事
講
評
を
述
べ
、
臨
時
総
会
を
終
え
た
。

会長予定者の金子哲也氏オンラインとのハイブリッド開催

「
老
化
制
御
で
現
実
味
を
帯
び
る

『
人
生
１
０
０
年
時
代
』」

　
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
立
ち

向
か
っ
て
い
る
一
方
で
、
医
療
分
野
で
注
目
さ
れ
て

い
る
動
き
の
一
つ
に
「
老
化
制
御
」
が
あ
り
ま
す
。

人
間
の
細
胞
レ
ベ
ル
の
研
究
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、

加
齢
に
よ
る
体
の
老
化
を
人
為
的
に
遅
ら
せ
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
大
ざ
っ
ぱ
に
い
う
と
、
古
く
な

っ
て
機
能
が
低
下
し
た
細
胞
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

で
損
傷
し
た
細
胞
が
新
し
く
健
康
な
も
の
に
置
き

換
わ
る
の
を
促
進
す
る
こ
と
で
若
さ
を
保
つ
、
と
い

う
考
え
で
す
。

　
す
で
に
こ
う
し
た
機
能
を
持
つ
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な

ど
が
世
に
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
運

動
法
や
栄
養
摂
取
な
ど
に
関
す
る
研
究
も
進
化
し

て
、
徐
々
に
世
の
中
に
知
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
に
よ
り
、
寿
命
が
延
び
て
人
生
１
０
０

年
時
代
も
夢
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
発
表
し
た
２
０
２

１
年
版
の
世
界
保
健
統
計
に
よ
る
と
、
日
本
の
平

均
寿
命
は
男
女
平
均
で
84
・
３
歳
（
男
性
81
・
５
歳
、

女
性
86
・
９
歳
）
と
、
世
界
で
最
も
長
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
今
後
さ
ら
に
10
年
以
上
延
び
る
可

能
性
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
多
く
の
人
の
寿
命
が
１
０
０
年
に
な
る
と
、
ど
ん

な
世
の
中
に
な
り
、
ど
ん
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
興
味
が
湧
い
て
き
ま

す
。
日
本
は
、
世
界
の
中
で
高
齢
化
先
進
国
な
の
で
、

こ
こ
で
開
発
さ
れ
た
高
齢
者
向
け
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
は
、
遅
れ
て
需
要
が
高
ま
る
世
界
市
場
に
広
が
っ

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
今
後
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
は
ま
す
ま
す
進
化
す
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば

自
動
運
転
や
ド
ロ
ー
ン
配
送
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ

ラ
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
速
化
と
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
な
ど
応
用
範
囲
の
拡
大
も
あ
る
で
し

ょ
う
。

　
衣
食
住
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
従
来
の
「
シ
ニ
ア

向
け
」
よ
り
も
さ
ら
に
高
齢
の
「
ハ
イ
シ
ニ
ア
向
け
」

の
ジ
ャ
ン
ル
が
登
場
し
て
き
そ
う
で
す
。
例
え
ば

「
衣
」
の
分
野
で
は
、
着
脱
が
楽
で
汚
れ
や
し
わ
に

も
強
く
、
軽
く
て
扱
い
や
す
い
も
の
な
ど
が
必
要
に

な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
作
業
着
の
店
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
ワ
ー
ク
マ
ン
が
若
い
女
性
向
け
に
「
お

し
ゃ
れ
」
を
加
味
し
て
ヒ
ッ
ト
し
た
よ
う
に
、
ハ
イ

シ
ニ
ア
向
け
に
、
機
能
性
だ
け
で
は
な
い
「
何
か
」

を
加
え
た
衣
料
も
出
て
き
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、「
食
」
の
分
野
で
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
も

ち
ろ
ん
、
あ
ま
り
硬
い
も
の
や
か
み
切
る
の
に
苦
労

し
な
い
も
の
、
飲
み
込
み
や
す
い
も
の
が
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
調
理
に
時
間
が
か
か
ら
ず
、

火
を
使
わ
な
く
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
も
の
な

ど
が
広
ま
る
で
し
ょ
う
。

　「
住
」
の
分
野
も
便
利
で
危
険
の
な
い
設
計
で
あ

り
、
運
動
能
力
が
衰
え
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た

住
ま
い
が
普
及
す
る
で
し
ょ
う
。
先
に
挙
げ
た
Ｉ
Ｔ

や
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
、Ａ
Ｉ
の
進
化
と
の
応
用
で
、

生
活
し
な
が
ら
健
康
管
理
の
情
報
を
住
宅
が
吸
い

上
げ
て
分
析
し
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
り
、

必
要
な
関
係
先
に
連
絡
を
し
て
く
れ
た
り
す
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
全
体
と
し
て
優
し
く
穏
や
か
な
性
質
を
持
つ
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
よ
り
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
方
か
ら
の
発
想
に
よ
る
商

品
開
発
が
有
効
だ
と
考
え
ま
す
。
ハ
イ
シ
ニ
ア
向
け

市
場
は
、
地
方
の
中
小
企
業
に
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

 

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所上

席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

渡
辺
　
和
博
／
わ
た
な
べ・か
ず
ひ
ろ

　
日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所 

上
席
研
究
員
。１
９
８
６
年
筑

波
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。同
年
日

本
経
済
新
聞
社
入
社
。Ｉ
Ｔ
分
野
、経
営
分
野
、コ
ン
シ
ュ

ー
マ
分
野
の
専
門
誌
編
集
部
を
経
て
現
職
。全
国
の
自
治

体・商
工
会
議
所
な
ど
で
地
域
活
性
化
や
名
産
品
開
発
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、講
演
を
実
施
。消
費
者
起
点
を
テ
ー

マ
に
ヒ
ッ
ト
商
品
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。著
書
に『
地
方

発
ヒ
ッ
ト
を
生
む
　
逆
算
発
想
の
も
の
づ
く
り
』（
日
経
Ｂ

Ｐ
社
）。

同一労働同一賃金対策講習会 8/268/26

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
対
策
を
学
ぶ

　
本
所
で
は
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
定
め
る『
パ
ー
ト
タ

イ
ム・有
期
雇
用
労
働
法
』の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
そ
の
対

策
を
学
ぶ
た
め
の
講
習
会
を
実
施
。10
企
業
か
ら
11
名
が

参
加
し
た
。

　
講
師
の
ヒ
ュ
ー
ス
タ
ー
労
務
サ
ポ
ー
ト
事
務
所 

社
会
保
険
労

務
士
の
山
下
大
揮
氏
よ
り
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
定
め
る『
パ

ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
』の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン（
指
針
）、
問
題
と
な
り
う
る
場
面
の
例
、
実
際
の
裁

判
事
例
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
同
一
労
働
同
一
賃
金
へ
の
対
策
と
し
て
山
下
氏
は
、
ま
ず
は
自

社
の
社
員
を
労
働
時
間
や
職
務
の
内
容
ご
と
に
タ
イ
プ
分
け

し
、
タ
イ
プ
ご
と
に
不
合
理
な
待
遇
差
が
な
い
か
現
状
を
確
認

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
不
合
理
な
待
遇

差
が
確
認
さ
れ
是
正
が
必
要
な
場
合
は
助
成
金
を
活
用
し
対
策

す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
説
明
さ
れ
た
。

講師の山下大揮氏講習会の様子
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『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ

ハローワークインターネットサービスを活用しましょう
 「求人者マイページ」がさらに便利になりました（９月21日更改）

ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を10/1～11/30に実施いたします。
本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事業
所の福祉向上にお役立ていただくことを主な目的としています。
『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・
老後に備えた様々な保障ニーズにお応えするものです。
商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺いした際には、是非ご協
力いただきますようお願い申しあげます。
※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし
　全国各地の商工会議所およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

ハローワークが運営する「ハローワークインターネットサービス」の機能が９月21日にさらに便利になりまし
た。求人活動にぜひご活用ください。

ハローワークインターネットサービスやマイページの操作方法に関するお問合せ
電　話　0570-077450　受付日時：月曜～金曜　9:30～18:00（年末年始、祝日除く）
　　　　※ナビダイヤルのため、通話料がかかります。※ご利用の電話回線によっては、接続できない場合があります。
メール　helpdesk@hd.hellowork.mhlw.go.jp

ハローワークでの求人申込は事業所所在地を管轄するハローワークまで
（全国のハローワーク所在地一覧）　https://www.mhlw.go.jp/kyujin/hwmap.html 

•ハローワークから求人者マイページを通じてオンラインで職業紹介を受けることができます。
•求職者とのやりとりを求人者マイページで完結できるため、採用業務が効率化します。
•応募者の情報を一元的にデータで管理できるため、個人情報の管理がしやすくなります。
※オンラインハローワーク紹介を受けるには、求人者と求職者がともにマイページを開設している必要があります。

「求人者マイページ」とは
　求人者マイページは、求人サービスをオンライン上で受けられる事業者向けの専用ページです。 ハロー
ワークインターネットサービスからオンライン上で開設できます。

小松商工会議所 総務・事業課 ☎0761-21-3121

「持続可能性（サステナビリティ）」をキーワードに、工・文・医系の専門家を招き、各分野の視
座から持続可能な社会を展望します。

高橋 泰 氏
国際医療福祉大学 教授

田嶋 伸博 氏
㈱タジマモーター
コーポレーション 代表

日時：10月24日（日） 13:30～16:00　会場：石川県こまつ芸術劇場うらら

要事前申込

公立小松大学　市民公開フォーラム
地域と世界のサステイナブルな未来を考える

浦野 邦子 氏
コマツ顧問

中村 誠一 氏
金沢大学古代文明・文化
資源学研究センター長

https://www.
komatsu-u.ac.jp/
whatsnew/event/
2021/09/post-27.html

参加無料

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、感染急拡大により
悪化
先行きは、感染収束が見通せ
ず、厳しい見方続く

●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

　
▲
29
．4（
前
月
比
▲
5
．3
ポ
イ
ン
ト
）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株
の
感
染

急
拡
大
に
よ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
と
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
の
期
間
延
長
・
対
象

地
域
の
拡
大
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴

う
帰
省
を
含
む
外
出
自
粛
や
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
、
営
業
制
限
等
の
影
響
に
よ
り
、
客

足
が
減
少
し
た
百
貨
店
な
ど
の
小
売
業
や
、

観
光
関
連
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の

業
況
感
が
悪
化
し
た
。
ま
た
、
鉄
鋼
や
木

材
な
ど
の
原
材
料
価
格
の
上
昇
、
東
南
ア

ジ
ア
の
感
染
拡
大
に
よ
る
部
品
調
達
難
が

製
造
業
、
建
設
業
な
ど
幅
広
い
業
種
に
お

け
る
業
況
の
押
し
下
げ
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
業
況
回
復
に
向
け
た
動
き
が
見
ら
れ

て
い
た
中
小
企
業
の
景
況
感
は
、
厳
し
い

状
況
が
続
く
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

　
▲
32
．3（
今
月
比
▲
2
．9
ポ
イ
ン
ト
）

　ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
に
よ
る
経
済
活

動
正
常
化
に
期
待
す
る
声
が
聞
か
れ
る
一

方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
収

束
が
見
通
せ
ず
、
長
引
く
受
注
・
売
上
減

少
や
客
足
回
復
の
遅
れ
か
ら
、
業
績
悪
化

の
継
続
を
懸
念
す
る
企
業
は
多
い
。
ま
た
、

世
界
的
な
半
導
体
不
足
に
よ
る
生
産
調
整

や
、
鉄
鋼
な
ど
の
原
材
料
価
格
上
昇
分
の

価
格
転
嫁
の
遅
れ
な
ど
も
あ
り
、
先
行
き

不
透
明
感
は
強
ま
っ
て
お
り
、
厳
し
い
見

方
が
続
く
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　北
陸
信
越
は
、
改
善
。
製
造
業
で
は
、

5
G
や
企
業
の
I
C
T
化
を
追
い
風
と
し

て
引
き
合
い
が
増
加
す
る
半
導
体
や
電
子

部
品
関
連
を
中
心
に
業
況
感
が
改
善
。
ま

た
、
卸
売
業
で
は
、
石
川
県
に
お
け
る
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
適
用
や
全
国
的

な
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
ホ
テ
ル
や

飲
食
店
等
を
取
引
先
と
す
る
飲
食
料
品
関

連
で
引
き
合
い
が
減
少
し
た
も
の
の
、
海

外
経
済
回
復
に
牽
引
さ
れ
る
形
で
半
導
体

や
生
産
用
機
械
の
引
き
合
い
が
増
加
す
る

製
造
業
関
連
を
中
心
に
売
上
が
改
善
し

た
。

全産業合計
の業況DI値

月の

▲29.4

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲59.0 ▲67.2 ▲32.3 ▲27.4

8
詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

景況天気予報

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内
金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.8％

1.6％

191万人

（前月2.9％）

（4～6月期）

（前月206万人）

1.15倍

1.30倍

0.97倍

（前月1.13倍）

（前月1.23倍）［原数値]

（前月0.85倍）[原数値]

1.32倍 1.49倍 1.51倍 1.17倍 1.32倍

雇
用
情
報

7
月

 求人者マイページの新しい機能

　ハローワークからオンラインで職業紹介を受ける（オンラインハローワーク紹介）

•求職者がオンラインで応募した場合、求人者マイページ上で応募者の志望動機や応募書類等を速やかに
確認することができます。
•求人者マイページの「メッセージ機能」を使い、応募者と面接日時等の調整ができます。
•求職者やハローワークへの選考結果の通知や管理もできるので、電話やFAX等による連絡事務を効率化
できます。

　応募書類の管理や採否入力が効率化します

•求人者がハローワークインターネットサービスに掲載した求人に対して、求職者がハローワークを介さず
に直接応募することができるようになります。
•ハローワークに求職登録をしている求職者と、ハローワークインターネットサービスのみに登録している
求職者が応募できるため、応募者層が広がる可能性があります。

※オンライン自主応募は、ハローワークによる職業紹介に該当しないため、ハローワーク等の職業紹介を要件とする助
成金の対象外です。

　求職者からの応募を直接受け付けることができます（オンライン自主応募）

事業主の
皆さまへ

13 12小松商工会議所［2021.10］
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『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ

ハローワークインターネットサービスを活用しましょう
 「求人者マイページ」がさらに便利になりました（９月21日更改）

ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を10/1～11/30に実施いたします。
本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事業
所の福祉向上にお役立ていただくことを主な目的としています。
『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・
老後に備えた様々な保障ニーズにお応えするものです。
商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺いした際には、是非ご協
力いただきますようお願い申しあげます。
※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし
　全国各地の商工会議所およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

ハローワークが運営する「ハローワークインターネットサービス」の機能が９月21日にさらに便利になりまし
た。求人活動にぜひご活用ください。

ハローワークインターネットサービスやマイページの操作方法に関するお問合せ
電　話　0570-077450　受付日時：月曜～金曜　9:30～18:00（年末年始、祝日除く）
　　　　※ナビダイヤルのため、通話料がかかります。※ご利用の電話回線によっては、接続できない場合があります。
メール　helpdesk@hd.hellowork.mhlw.go.jp

ハローワークでの求人申込は事業所所在地を管轄するハローワークまで
（全国のハローワーク所在地一覧）　https://www.mhlw.go.jp/kyujin/hwmap.html 

•ハローワークから求人者マイページを通じてオンラインで職業紹介を受けることができます。
•求職者とのやりとりを求人者マイページで完結できるため、採用業務が効率化します。
•応募者の情報を一元的にデータで管理できるため、個人情報の管理がしやすくなります。
※オンラインハローワーク紹介を受けるには、求人者と求職者がともにマイページを開設している必要があります。

「求人者マイページ」とは
　求人者マイページは、求人サービスをオンライン上で受けられる事業者向けの専用ページです。 ハロー
ワークインターネットサービスからオンライン上で開設できます。

小松商工会議所 総務・事業課 ☎0761-21-3121

「持続可能性（サステナビリティ）」をキーワードに、工・文・医系の専門家を招き、各分野の視
座から持続可能な社会を展望します。

高橋 泰 氏
国際医療福祉大学 教授

田嶋 伸博 氏
㈱タジマモーター
コーポレーション 代表

日時：10月24日（日） 13:30～16:00　会場：石川県こまつ芸術劇場うらら

要事前申込

公立小松大学　市民公開フォーラム
地域と世界のサステイナブルな未来を考える

浦野 邦子 氏
コマツ顧問

中村 誠一 氏
金沢大学古代文明・文化
資源学研究センター長

https://www.
komatsu-u.ac.jp/
whatsnew/event/
2021/09/post-27.html

参加無料

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、感染急拡大により
悪化
先行きは、感染収束が見通せ
ず、厳しい見方続く

●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

　
▲
29
．4（
前
月
比
▲
5
．3
ポ
イ
ン
ト
）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株
の
感
染

急
拡
大
に
よ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
と
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
の
期
間
延
長
・
対
象

地
域
の
拡
大
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴

う
帰
省
を
含
む
外
出
自
粛
や
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
、
営
業
制
限
等
の
影
響
に
よ
り
、
客

足
が
減
少
し
た
百
貨
店
な
ど
の
小
売
業
や
、

観
光
関
連
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の

業
況
感
が
悪
化
し
た
。
ま
た
、
鉄
鋼
や
木

材
な
ど
の
原
材
料
価
格
の
上
昇
、
東
南
ア

ジ
ア
の
感
染
拡
大
に
よ
る
部
品
調
達
難
が

製
造
業
、
建
設
業
な
ど
幅
広
い
業
種
に
お

け
る
業
況
の
押
し
下
げ
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
業
況
回
復
に
向
け
た
動
き
が
見
ら
れ

て
い
た
中
小
企
業
の
景
況
感
は
、
厳
し
い

状
況
が
続
く
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

　
▲
32
．3（
今
月
比
▲
2
．9
ポ
イ
ン
ト
）

　ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
に
よ
る
経
済
活

動
正
常
化
に
期
待
す
る
声
が
聞
か
れ
る
一

方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
収

束
が
見
通
せ
ず
、
長
引
く
受
注
・
売
上
減

少
や
客
足
回
復
の
遅
れ
か
ら
、
業
績
悪
化

の
継
続
を
懸
念
す
る
企
業
は
多
い
。
ま
た
、

世
界
的
な
半
導
体
不
足
に
よ
る
生
産
調
整

や
、
鉄
鋼
な
ど
の
原
材
料
価
格
上
昇
分
の

価
格
転
嫁
の
遅
れ
な
ど
も
あ
り
、
先
行
き

不
透
明
感
は
強
ま
っ
て
お
り
、
厳
し
い
見

方
が
続
く
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　北
陸
信
越
は
、
改
善
。
製
造
業
で
は
、

5
G
や
企
業
の
I
C
T
化
を
追
い
風
と
し

て
引
き
合
い
が
増
加
す
る
半
導
体
や
電
子

部
品
関
連
を
中
心
に
業
況
感
が
改
善
。
ま

た
、
卸
売
業
で
は
、
石
川
県
に
お
け
る
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
適
用
や
全
国
的

な
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
ホ
テ
ル
や

飲
食
店
等
を
取
引
先
と
す
る
飲
食
料
品
関

連
で
引
き
合
い
が
減
少
し
た
も
の
の
、
海

外
経
済
回
復
に
牽
引
さ
れ
る
形
で
半
導
体

や
生
産
用
機
械
の
引
き
合
い
が
増
加
す
る

製
造
業
関
連
を
中
心
に
売
上
が
改
善
し

た
。

全産業合計
の業況DI値

月の

▲29.4

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲59.0 ▲67.2 ▲32.3 ▲27.4
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景況天気予報

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内
金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.8％

1.6％

191万人

（前月2.9％）

（4～6月期）

（前月206万人）

1.15倍

1.30倍

0.97倍

（前月1.13倍）

（前月1.23倍）［原数値]

（前月0.85倍）[原数値]

1.32倍 1.49倍 1.51倍 1.17倍 1.32倍

雇
用
情
報

7
月

 求人者マイページの新しい機能

　ハローワークからオンラインで職業紹介を受ける（オンラインハローワーク紹介）

•求職者がオンラインで応募した場合、求人者マイページ上で応募者の志望動機や応募書類等を速やかに
確認することができます。
•求人者マイページの「メッセージ機能」を使い、応募者と面接日時等の調整ができます。
•求職者やハローワークへの選考結果の通知や管理もできるので、電話やFAX等による連絡事務を効率化
できます。

　応募書類の管理や採否入力が効率化します

•求人者がハローワークインターネットサービスに掲載した求人に対して、求職者がハローワークを介さず
に直接応募することができるようになります。
•ハローワークに求職登録をしている求職者と、ハローワークインターネットサービスのみに登録している
求職者が応募できるため、応募者層が広がる可能性があります。

※オンライン自主応募は、ハローワークによる職業紹介に該当しないため、ハローワーク等の職業紹介を要件とする助
成金の対象外です。

　求職者からの応募を直接受け付けることができます（オンライン自主応募）

事業主の
皆さまへ
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■創 　 業  2006年
■所 　 在  小松市矢崎町丁1-1
■事業内容  ステーキ専門店
■営業時間 11：００～14：００
 17：００～23：００
■Ｔ Ｅ Ｌ  0761-24-6555

代表　道券 久恵
ステーキ＆ハンバーグ　AMIGO AMI

　
広
報
委
員
会
で
は
、
地
球
に
や
さ
し
い
ケ
ナ

フ
の
紙
す
き
体
験
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
環

境
問
題
に
関
心
を
持
つ
機
会
に
な
れ
ば
と
、
ケ

ナ
フ
の
紙
す
き
の
材
料
と
な
る
パ
ル
プ
の
提
供

と
道
具
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
広
報
委
員
会
で
は
こ
れ
か
ら
も
環
境
問
題
の

啓
発
活
動
と
し
て
、
ケ
ナ
フ
の
紙
す
き
道
具
の

貸
し
出
し
や
、
ケ
ナ

フ
の
種
の
配
布
な

ど
、「
地
球
に
や
さ
し

い
ケ
ナ
フ
」の
啓
発

を
行
っ
て
い
き
ま

す
。　紙

す
き
道
具
の
貸
し
出
し
や
ケ
ナ
フ
の
種
を

ご
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
先
〉

小
松
商
工
会
議
所
内
　女
性
会
事
務
局

☎
21
・
3
1
2
1

地
球
に
や
さ
し
い

　
　
　
　ケ
ナ
フ
で
紙
す
き

会 員事業所紹介
　
小
松
市
で
は
「
こ
こ
だ
け
」
の
、

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
お
店
。
熱
々

に
焼
か
れ
た
鉄
板
の
上
に
乗
せ
ら
れ

た
ス
テ
ー
キ
や
ハ
ン
バ
ー
グ
。
肉
汁

あ
ふ
れ
、
ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー
と
焼
け
る

音
で
食
欲
が
か
き
た
て
ら
れ
る
。
ス

テ
ー
キ
も
ハ
ン
バ
ー
グ
も
柔
ら
か
さ

が
自
慢
の
「
格
安
で
気
軽
に
お
腹
い

っ
ぱ
い
に
」
な
る
ス
テ
ー
キ
店
だ
。

　
「
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
で
い
た
だ

く
格
安
の
柔
ら
か
ス
テ
ー
キ
！
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
お
り
、

人
気
商
品
は
、
ニ
ン
ニ
ク
醤
油
で
味

付
け
し
た
シ
ン
プ
ル
な
リ
ブ
ロ
ー
ス

ス
テ
ー
キ
だ
。
女
性
一
人
で
来
店
す

る
客
も
多
く
、
老
若
男
女
問
わ
ず
人

気
で
、
小
松
市
内
だ
け
で
な
く
福

井
・
金
沢
か
ら
足
を
運
ぶ
客
も
多
く

み
ら
れ
る
。

　
企
業
秘
密
だ
が
、
独
自
の
肉
の
仕

入
れ
ル
ー
ト
を
確
保
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
加
工
を
し
て
い
る
。

　
最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
売
上
は
減
少
し
て
い
る
が
、

G
o 

T
o 

E
a
t
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

利
用
す
る
客
が
増
え
て
き
て
い
る
と

い
う
。

　
「
将
来
は
多
店
舗
展
開
を
進
め
、

若
い
人
を
中
心
と
し
た
『
ス
テ
ー
キ

人
口
』
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
」
と
店
主
は
熱
く
語
っ

た
。

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
で
い
た
だ
く
格
安
の
柔
ら
か
ス
テ
ー
キ
！

外　観

ステーキ

店　内

N

粟津

→

能美市

←

●セブンイレブン
　小松矢崎町店

●石川日産
　自動車販売

●港屋珈琲
●ヌノヤ超寝具店●

風の街

アミーゴ・アミ
★

305

女
性
会華

つ
う
し
ん
No.273

小
松
商
工
会
議
所

W
E
B
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
紹
介

　
W
E
B
セ
ミ
ナ
ー
は
本
所
会
員
向
け
の
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
24
時
間
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。

　
ご
視
聴
に
は
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

【
Ｉ
Ｄ：
会
員
番
号（
会
報
宛
名
シ
ー
ル
に
記
載
） 

パ
ス
ワ
ー
ド
：
２
１
３
１
２
１
】

お
問
合
せ
先

 

小
松
商
工
会
議
所
　
☎
21
・
3
1
2
1

おすすめセミナー名 講師名

間違いだらけのDXと製造業の事業戦略 長内 厚氏

～コロナ禍での経営・財務の強化！～
V字回復戦略セミナー 仲光 和之氏

タニタ創業家が語る　事業承継
～何を守り 何を変革するのか？～ 谷田 昭吾氏

≪明るい兆し≫57秒で元気術
～ヤナことあったら水曜日に水に流そう～ 松﨑 俊道氏　

ワンランク上の電話対応マナー
～苦手意識を克服する６つのポイント～ 大井 澄子氏

検
索

小
松
商
工
会
議
所
　
W
E
B
セ
ミ
ナ
ー
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会員事業所紹介 華つうしん



■創 　 業  2006年
■所 　 在  小松市矢崎町丁1-1
■事業内容  ステーキ専門店
■営業時間 11：００～14：００
 17：００～23：００
■Ｔ Ｅ Ｌ  0761-24-6555

代表　道券 久恵
ステーキ＆ハンバーグ　AMIGO AMI
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